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議会事務局のアドレスへ

いっぱい、はいれ
～こども園運動会～
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民生費
6億 8000 万円
（22％）

総務費
6億 200 万円
（20％）

農林水産業費
3億 500 万円
（10％）

土木費
2億 8600 万円
（9％）

衛生費
1億 5900 万円
（5％）

商工費
1億 1500 万円
（4％）

消防費
1億円
（3％）

災害復旧費
6500 万円
（2％）

議会費
6400 万円
（2％）

公債費
3億 9600 万円
（13％）

教育費
3億 1500 万円
（10％）

※金額は四捨五入により合致しない場合があります。

歳　出
30億8600万円

一 般 会 計

3億9589万円
＊事業を行うために借り入れたお金の元利償還金と
　一時借入金利子等の合計額。

32億8873万円歳入

30億8616万円歳出

公債費

平成24年度

決 算

・鳥獣被害対策事業� 3758万円
・木質バイオマス資源活用事業� 149万円
・地籍調査事業� 2036万円

▪農林水産業費

3億500万円3 500

・道路新設改良事業� 3716万円
・町営住宅管理事業� 1080万円
・おためし住宅事業� 3350万円

2億8600万円2 8600

▪土木費

・塵芥処理対策事業� 5995万円

1億5900万円1 5900

▪衛生費

・観光事業費� 1967万円
・コンベンション開催助成事業� 240万円
・氷ノ山集客促進事業� 3143万円
・商工振興事業� 3478万円

1億1500万円1 1500

▪商工費
・非常備消防費� 2805万円
・常備消防費� 6612万円
・災害対策事業� 1302万円

1億円

▪消防費

1

事　業　名 歳　入 歳　出 一 般 会 計
からの繰入金

国 民 健 康 保 険 4億8504万円 4億7060万円 3118万円
介 護 保 険 5億5667万円 5億3885万円 7751万円
後 期 高 齢 者 医 療 5112万円 5111万円 2011万円
簡 易 水 道 8769万円 8656万円 3168万円
公 共 下 水 道 1億7432万円 1億7432万円 1億2839万円
農 業 集 落 排 水 1億 125万円 1億 125万円 8564万円
赤 松 団 地 造 成 678万円 678万円 678万円
財 産 区 造 林 369万円 369万円 なし
住宅新築資金等貸付 121万円 121万円 なし
索 道 会 計 2億6290万円 2億5590万円 なし

特別会計

6億200万円

▪総務費

6 200

・若桜鉄道対策事業� 7856万円
・バス運行事業� 3311万円

移
住
定
住
の
促
進
へ

　
　お
た
め
し
住
宅
完
成

・障がい者福祉費� 8835万円
・後期高齢者医療事務費� 7879万円
・生活保護扶助費� 5064万円
・放課後児童クラブ� 187万円

6億8000万円

・小中一貫校整備事業費� 1601万円
・通学対策事業� 426万円
・温水プール管理� 1663万円
・給食センター運営事業� 1642万円

▪教育費

3億1500万円

▪災害復旧費
6500万円6500

▪民生費
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　８月20日から27日までの６日間、平成24年度各会計歳入歳出決算書、事項別明細書及び実質
収支に関する調書の計数と歳入歳出整理簿等関係諸帳簿・証書類を照合した結果、すべての重要
な点において適正に表示されているものと認められました。
　会計における残高は、預け入れ金融機関の預貯金残高等と符合しており、適正であると認めら
れました。また、基金に関する調書の計数並びに土地開発基金の運用についても、適正であると
認められました。

　　  意、検討事項
○財政運営の指標

　財政関係指標等の数値は、
　経常収支比率83.5％→85.9％（2.4ポイント増）
財政構造は、弾力性を失いつつある。指針となる
75％に向けた改善努力を望む。

○財産管理事務
　①　公有財産の取得及び処分

　道路用地（町道中川線）が取得されているが、
所有権移転登記がなされていないので、適正に
行われたい。

　②　物品
　物品の管理台帳が整備不足で、現在残高の把
握がなされていない。公会計の導入も直近と
なっていることから、早急に台帳を整備され、
適正な物品管理を行われたい。

○財産管理
　地域福祉センター・ドリーミーの一部民有地につ
いては、覚書に基づいて、交換用地を確保するよう
早急に対応されたい。

留 ○各種税と使用料等の収入未済額の回収と管理
　町税をはじめ各種税と使用料等収入未済額の回収
は、以前と比べ全般的に収入未済額が減少しており、
努力のあとがみられる。職員は一丸となり、気を緩
めることなく回収に努められたい。
※その他、使用料等の取扱い、財務会計の見直し、財
政援助団体の指導監督、交際費、災害対策について
の指摘がありました。

ま とめ
　平成24年度の決算額は、歳入歳出差引残額２億256
万円で、繰越財源を控除した実質収支は１億6517万円
の黒字決算となっている。
　また、特別会計（10会計）の実質収支額は、７会計
が一般会計から繰り入れを受けた結果である。
　特に、介護保険事業については、給付額が増加、そ
の補填のために、一般会計からの繰入金が増加してい
る。人口減少、高齢化が進んでいる当町では、ますま
す各種保険事業の給付額の増加が進むと予測されるこ
とから、これを抑制する施策が必要と思われる。
　また、基金残高は増加傾向で、起債残高は減少傾向
にはあるが、水道施設や公営住宅の改修などハード面
の課題も山積しており、決して財政的に余裕があると
はいえない。限られた財源のなかで、合理的且つ効果
的な行政運営を行われるよう期待している。

決算 審査意見（要約）
監査委員　藤原　重明　　　監査委員　上川裕見子

定期監査の様子

区　　　分
数　　　値

平成23年度末 平成24年度末

経常収支比率 83.5% 85.9%

実質公債費比率（単年度値） 9.8％ 10.6％

実質公債費比率（３年間の平均値） 12.2％ 10.7％

地方債残高 55億4642万円 52億3415万円

　

内　
　

訳

一般会計 32億1311万円 30億8505万円
簡易水道事業会計 2億6551万円 2億5760万円

公共下水道事業会計 11億6944万円 10億6711万円
農業集落排水事業会計 8億6922万円 8億 155万円

赤松団地造成事業会計 2915万円 2283万円

基金残高 17億 732万円 19億7337万円

　

９
月
12
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
を
審
査
す
る
た
め
、
本

会
期
中
の
18
日
～
24
日
に

当
委
員
会
を
開
催
し
、
執

行
部
の
出
席
を
求
め
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
は
主
な
る
意
見
と

監
査
委
員
審
査
意
見
を
重

く
受
け
止
め
、
行
財
政
の

改
革
に
努
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
認
定
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

審査の
経過及び

結果 主
な
る
意
見
を
付
け
て

　
　
　
　
　
決
算
を
認
定

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
24
年
度

一
般
会
計

①
総
務
管
理
費

　

各
基
金

・
基
金
積
立
は
重
要
で
あ
る

が
、
住
民
の
要
望
を
把
握

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

さ
れ
た
い
。

　

交
通
対
策
費

・
若
桜
鉄
道
の
経
営
は
、
運

輸
収
入
が
減
っ
て
い
る
。

乗
車
運
動
を
強
め
る
と

と
も
に
、
観
光
収
入
を
増

や
す
手
立
て
を
さ
れ
た

い
。

　

企
画
費

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
内
容
の
充

実
を
図
ら
れ
た
い
。

②
社
会
福
祉
費

　

老
人
福
祉
費

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
自
主
的
な
活
動
が
で

  

主
な
る
意
見

決算審査の様子

き
る
よ
う
育
成
指
導
を
さ

れ
た
い
。

③
農
業
費

　

有
害
鳥
獣
対
策
費

・
捕
獲
檻
の
設
置
は
、
住
民

情
報
の
把
握
と
管
理
責
任

者
を
明
確
に
し
、
効
果
に

つ
な
が
る
管
理
を
さ
れ
た

い
。

④
林
業
費

　

林
業
事
業
費

・
林
道
開
設
後
は
、
当
初
計

画
に
沿
っ
た
施
業
を
確
実

に
促
進
さ
れ
た
い
。

⑤
商
工
費

　

観
光
事
業
費

・
若
桜
町
観
光
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
内
容
が
充

実
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た

い
。

・
ま
ち
づ
く
り
は
、
関
係
団

体
が
個
別
で
動
く
の
で
は

な
く
、
統
一
性
を
も
っ
て

推
進
さ
れ
た
い
。

　

氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業
費

・
若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団

に
多
く
の
施
設
管
理
運
営

を
委
託
し
て
い
る
が
、
行

政
と
し
て
の
指
導
を
徹
底

さ
れ
た
い
。

⑥
消
防
費

　

非
常
備
消
防
費

・
自
衛
消
防
団
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
て
お
り
、
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑦
社
会
教
育
費

　

文
化
財
保
護
費

・
若
桜
町
文
化
財
保
護
は
、

今
後
の
方
向
に
つ
い
て
十

分
議
論
し
方
針
を
示
さ
れ

た
い
。

（
※
１
）
有
収
率
と
は
、

送
水
す
る
水
量
と
料
金
と

し
て
収
入
の
あ
っ
た
水
量

と
の
比
率
。

特
別
会
計

①
各
特
別
会
計

・
各
特
別
会
計
の
収
支
は
、

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を

し
て
い
る
た
め
、
資
金
不

足
な
し
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

を
少
な
く
す
る
努
力
を
さ

れ
た
い
。

②
簡
易
水
道
事
業

・
簡
易
水
道
の
有
収
率
（
※

１
）
は
70
％
弱
で
あ
る
。

漏
水
調
査
の
徹
底
を
さ
れ

た
い
。

③
公
共
下
水
道
事
業

・
公
共
下
水
道

米
処
理
区

の
接
続
率
が
低
い
。
接
続

に
向
け
対
処
さ
れ
た
い
。

④
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金

は
、
住
宅
新
築
資
金
等
償

還
対
策
委
員
会
と
連
携

し
、
収
納
対
策
に
努
め
ら

れ
た
い
。
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川上　守�議員

Q　

２
期
の
実
績
と
成
果
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

実
績
と
し
ま
し
て
は
、

「
こ
ん
に
ち
は
移
動
町
長

室
」、「
教
育
や
子
育
て
が
充

実
し
た
ま
ち
」、「
健
康
で
お

互
い
が
支
え
合
う
ま
ち
」、

「
安
心
・
安
全
で
快
適
に
生

活
で
き
る
ま
ち
」、「
森
林
や

農
地
を
活
用
し
た
活
性
化
を

図
る
ま
ち
」、「
歴
史
や
文
化
、

自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
仕
事
を
数
多
く

し
、
要
望
に
応
え
、
き
め
細

か
い
行
政
運
営
を
し
ま
し

た
。

Q　

２
期
目
に
取
り
組
め
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　
「
各
集
落
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
」、「
住
民
基
本
条
例
」、

「
岩
屋
堂
地
内
バ
イ

パ
ス
早
期
着
工
」、

「
若
桜
鉄
道
の
活
性

化
」、「
ま
ち
づ
く

り
事
業
」、「
移
住

定
住
問
題
」、「
簡

易
水
道
事
業
」、「
氷

ノ
山
の
観
光
」、「
特

産
品
開
発
」、「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
」
な
ど
で
す
。

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録 川上　　守 議員

中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

上川裕見子 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　９月議会定例会の一般質問は、９月13日に行われ、
４人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明�議員

Q　

議
会
報
告
会
で
、「
若

鉄
の
車
両
故
障
が
多
い
が
、

車
両
の
更
新
時
期
で
は
な
い

か
」と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
若
桜
駅
を
元
気
に

す
る
会
総
会
で
も
、
若
鉄
の

方
か
ら
、
雨
漏
り
対
策
で
四

苦
八
苦
し
て
い
て
、
車
両
更

新
を
望
む
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

若
鉄
車
両
は
現
在
、
１

両
が
平
成
13
年
購
入
、
残
り

３
両
が
開
業
以
来
26
年
間
経

過
し
、
車
体
が
劣
化
し
、
雨

漏
り
等
を
修
繕
し
な
が
ら
運

行
し
て
い
る
状
況
で
、
車
両

の
更
新
も
検
討
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。
車
両
は
若
鉄
の
購

入
と
な
り
ま
す
が
、
１
両
が

１
億
５
０
０
０
万
円
位
か
か

り
、
支
援
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
車
両
等
鉄
道
も
過
疎

債
適
用
を
と
、
県
や
八
頭
町
、

若
桜
町
議
会
と
共
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年

度
実
施
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Q　

平
成
26
年
度
過
疎
債
適

用
が
決
ま
れ
ば
、
更
新
は
そ

の
時
点
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

国
が
地
域
の
公
共
交
通

を
守
る
た
め
、
過
疎
対
策
に

鉄
道
の
追
加
が
検
討
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
少
し
早
ま
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

同
じ
報
告
会
の
意
見

出馬表明する小林町長

２期目総括

実
績
と
成
果
は

き
め
細
か
く
運
営
で
き
た

観光列車

実
現
に
向
け

目
に
見
え
る
対
策
を
！

引
き
続
き
、
検
討
す
る

次期選挙

出
馬
予
定
は

出
馬
す
る

若小跡地

思
い
は

把
握
で
き
た
か

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で

林業振興

団
地
化
成
立
は

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

必
要

Q　

来
年
２
月
に
選
挙
が
あ

り
ま
す
が
、
町
政
を
引
き
継

ぎ
、
担
当
す
る
意
志
、
決
意

が
あ
り
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

町
民
の
支
持
が
い
た
だ

け
る
な
ら
、
出
馬
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
決
意
で

す
。

で
、
若
鉄
の
改
札
窓
口
が
込

ん
で
い
た
時
、
高
校
生
が
定

期
乗
車
券
の
購
入
し
よ
う
と

し
た
ら
、「
翌
日
に
し
て
く

れ
」
と
い
う
よ
う
な
対
応
が

さ
れ
、
大
変
憤
慨
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
町
外
か
ら

の
お
客
様
が
見
学
を
急
ぐ
の

に
入
構
券
購
入
を
長
く
待
た

さ
れ
て
気
の
毒
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
窓
口
担

当
者
の
接
遇
の
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
窓
口
を
改
修
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
応
対
に

す
れ
ば
事
務
室
に
も
声
が
届

く
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

定
期
券
購
入
時
の
係
員

対
応
は
非
常
に
遺
憾
で
、
若

鉄
に
猛
省
を
促
し
、
社
員
教

育
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
し

ま
す
。
混
雑
時
の
入
構
券
対

応
の
改
善
は
可
能
だ
と
考
え

ま
す
。
構
造
に
つ
い
て
は
、

登
録
文
化
財
で
も
あ
り
、
現

状
の
ま
ま
と
考
え
ま
す
。

Q　

若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化

協
議
会
で
検
討
さ
れ
て
き

た
、
平
成
24
年
５
月
10
日
付

の
Ｓ
Ｌ
観
光
列
車
運
行
計
画

工
程
表
に
つ
い
て
、
本
年
度

は
ど
の
よ
う
な
予
算
措
置
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

��

小
林
町
長

A　

こ
の
工
程
表
は
、
若
鉄

が
、
観
光
列
車
運
行
に
よ
る

収
入
増
を
図
る
た
め
作
成
し

た
も
の
で
す
。
運
行
収
支
見

通
し
等
精
査
さ
れ
て
な
く
、

費
用
対
効
果
も
限
定
的
で
あ

る
た
め
、
こ
の
計
画
は
、
若

鉄
取
締
役
会
で
も
承
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町

は
運
行
の
検
討
を
行
う
た

め
、
昨
年
度
は
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
へ
の
運
行
の
経
費

試
算
等
調
査
経
費
を
計
上
し

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社

は
、
Ｓ
Ｌ
の
復
元
費
用
算
出

が
困
難
で
委
託
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

Q　

経
済
効
果
の
試
算
が
不

調
だ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
に
代

わ
る
方
法
は
な
い
の
で
す
か
。

�

新
川
哲
也
課
長

A　

現
在
、
受
託
す
る
事
業

者
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き

続
き
当
た
っ
て
い
ま
す
。

Q　

こ
の
工
程
表
に
よ
れ

ば
、
平
成
25
年
度
に
は
因
幡

船
岡
駅
改
修
、
す
れ
違
い

ホ
ー
ム
設
置
と
な
っ
て
い
ま

す
。
工
程
表
の
中
の
設
備
導

入
、
改
修
等
を
想
定
し
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
過

疎
債
の
嵩
上
げ
が
実
現
し
た

だ
け
で
は
、
だ
め
だ
と
思
い

ま
す
が
。

�

小
林
町
長

A　

Ｓ
Ｌ
の
運
行
が
始
ま
っ

て
も
大
幅
に
利
益
を
上
げ
る

の
は
難
し
い
問
題
で
す
。
若

鉄
を
支
え
る
べ
き
若
桜
、
八

頭
両
町
も
財
政
基
盤
は
弱

く
、
鍵
と
な
る
鉄
道
へ
の
過

疎
債
適
用
の
要
望
活
動
を
強

め
て
い
る
わ
け
で
す
。

※
そ
の
他
、
社
会
保
障
改
悪

問
題
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま

し
た
。

Q　

現
時
点
で
町
民
の
思
い

や
考
え
方
を
把
握
で
き
た
か

伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
分

か
り
辛
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

役
場
内
の
検
討
委
員
会
で

計
画
を
作
り
、
ま
と
ま
っ
た

段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

Q　

こ
ど
も
園
の
入
り
口
に

至
る
道
や
駐
車
場
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
解
体
後
、
優
先
的

に
整
備
さ
れ
て
は
ど
う
で
す

か
。

�

小
林
町
長

A　

子
育
て
支
援
の
充
実
を

ま
ち
づ
く
り
の
柱
に
も
し
て

お
り
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
大

切
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

Q　

作
業
道
開
設
距
離
が
減

少
し
て
い
る
が
、
団
地
化
の

遅
れ
が
原
因
と
思
い
ま
す
。

い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ

れ
ば
、
昨
年
並
み
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

Q　

行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

今
後
現
場
の
調
査
も
含

め
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

運行を待つＳＬとＤＬ

川上　守議員
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坂本　等�議員

Q
①
町
有
財
産
は
常
に
良
好

な
状
態
で
、
評
価
額
を
算
定

し
た
管
理
が
必
要
で
す
。

　

財
産
台
帳
の
整
備
状
況
を

伺
い
ま
す
。

②
平
成
11
年
９
月
議
会
で
、

湯
川
議
員
の
質
問
で
当
時
の

町
長
は
、
町
全
体
の
財
産
は

１
２
５
億
円
と
答
弁
さ
れ
た

経
過
も
あ
り
ま
す
が
、
町
有

財
産
の
種
類
と
数
量
、
お
よ

び
評
価
額
を
伺
い
ま
す
。

　

�

小
林
昌
司
町
長

A
①
行
政
財
産
と
、
普
通
財

産
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
台

帳
は
紙
ベ
ー
ス
で
管
理
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
中
に
電

子
化
作
業
を
終
了
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

②
土
地
４
８
９
万
７
２
７
３
㎡

（
道
路
や
公
園
等
含
む
）。
内

山
林
が
３
９
８
万
３
１
１
７

㎡
。
建
物
５
万
２
２
３
５
㎡
。

評
価
額
は
算
定
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

他
に
、
基
金
、
有
価
証
券
、

出
資
金
、
預
貯
金
、
車
輌
、

備
品
等
が
あ
り
ま
す
。

Q　

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め

の
事
業
の
成
果
と
見
直
し
を

お
訊
ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

個
別
癌
検
診
自
己
負
担

減
額
な
ど
に
よ
り
受
診
率
が

ア
ッ
プ
し
県
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
参
加
者
が
減
少
傾

向
な
事
業
な
ど
の
見
直
し

や
、
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｓ
（
認
知
症
診

断
機
器
）
と
Ａ
Ｂ
Ｉ
（
血
管

年
齢
測
定
器
）
を
持
ち
集
落

へ
出
向
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｓ
で
引
っ
か

か
っ
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大

事
で
す
が
、
対
応
方
法
は
。

�

小
林
町
長

A　

新
年
度
に
保
健
師
を
１

名
採
用
予
定
で
す
。

Q　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
依
頼
訪
問
活
動
に
よ
り

医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た

自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
本
町

の
取
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

昨
年
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
情
報
提
供

に
積
極
的
に
取
組
み
た
い
と

考
え
ま
す
。

Q　

国
が
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
、
要
介
護
３
以
上

の
利
用
、
要
支
援
者
は
予
防

給
付
か
ら
事
業
に
移
行
す
る

な
ど
の
見
直
し
案
を
示
し
ま

し
た
。
対
応
策
を
早
急
に
考

8

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

Q
①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

対
効
果
等
を
明
ら
か
に
す
る

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対

照
表
）
や
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
の
作
成
等
、
新
た
な
公

会
計
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

健康ポイント制度

病
気
・
介
護
予
防
事
業
に
導
入
を

事
業
効
果
が
あ
り
、検
討
す
る

氷ノ山グリーンエコリゾート計画

町
の
役
割
は

機
能
し
て
い
る
か

詳
細
知
ら
な
か
っ
た

町有財産

種
類
と
数
量
、
評
価
は

評
価
額
は
算
定
し
て
い
な
い
が

検
討
す
る

旧吉川分校

プ
ー
ル
、
ト
イ

レ
の
管
理
は

使
用
は
考
え
て

い
な
い

②
平
成
24
年
度
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A
①
財
政
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
、
資
産
状
況
や
行

政
コ
ス
ト
等
分
析
す
る
こ
と

で
財
政
の
効
率
化
、
適
正
を

図
る
た
め
必
要
で
す
。

②
総
務
省
が
示
す
改
定
モ
デ

ル
方
式
に
よ
り
進
め
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何かに使えないかナア（吉川プール）

上川裕見子�議員

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

�

小
林
町
長

A　

現
在
要
介
護
１
、２
で

施
設
入
所
が
７
名
。
受
け
皿

作
り
は
慎
重
に
検
討
し
て
み

ま
す
。
要
支
援
者
へ
の
対
応

は
、
地
域
支
援
事
業
で
の
手

当
を
早
急
に
構
築
し
、
実
施

に
移
れ
る
体
制
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

鳥
取
市
の
自
立
支
援
ハ

ウ
ス
に
入
居
中
の
方
も
あ
り

ま
す
。
改
修
し
空
い
た
ま
ま

の
旧
寄
宿
舎
を
活
用
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

生
活
指
導
者
を
置
く
な

ど
し
て
活
用
で
き
な
い
か
、
検

討
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

介
護
保
険
給
付
費

が
、
平
成
20
年
度
決
算
よ
り

6
千
万
円
余
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
以
上
に
予
防
の
取
組

み
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

�

小
林
町
長

A　

自
ら
が
意
識
的
に
地
域

な
ど
で
催
さ
れ
る
健
康
維

持
・
増
進
活
動
の
場
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q　

伯
耆
町
は
、
事
業
や
活

動
へ
の
参
加
促
進
策
と
し
て

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
（
事
業

に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
と
金
券
で
使
用
・
寄
付
が

で
き
る
仕
組
み
）を
導
入
し
、

町
民
か
ら
大
好
評
で
す
。
財

源
は
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。

本
町
も
導
入
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

事
業
効
果
が
あ
る
と
聞

い
て
お
り
、
実
施
に
向
け
て

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
「
世
界
か
ら
誘
客
、
世

界
に
打
っ
て
出
る
若
桜
氷
ノ

山
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

い
う
壮
大
な
目
標
実
現
に
向

け
、
町
が
果
た
す
役
割
は
機

能
し
て
い
ま
す
か
。

新公会計制度

バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
作
成

平
成
24
年
度
分

か
ら
進
め
る

Q　

旧
吉
川
分
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
及
び
プ
ー
ル
の
管
理

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

�

高
木
政
寛
教
育
長

A　

平
成
23
年
に
閉
校
し
て

お
り
、
プ
ー
ル
、
ト
イ
レ
の

使
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
町
長

部
局
と
検
討
し
ま
す
。

地籍調査事業

体
制
強
化
し
て

事
業
を
早
め
て
は

来
年
度
に
向
け

て
検
討
す
る

Q
①
地
籍
は
「
土
地
に
関
す

る
戸
籍
」
で
あ
り
、
行
政
分

野
で
の
活
用
、
地
権
者
の
資

産
管
理
上
か
ら
も
重
要
で

す
。
平
成
25
年
度
終
了
後
の

進
捗
率
を
伺
い
ま
す
。

②
田
、
畑
、
宅
地
等
を
優
先

し
て
い
ま
す
が
、
山
林
、
原

野
に
つ
い
て
継
続
さ
れ
ま
す

か
。
山
に
入
る
人
が
少
な
く

な
り
、
平
坦
地
よ
り
境
界
確

認
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

③
事
業
を
早
め
る
た
め
に
地

籍
調
査
係
の
体
制
強
化
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

④
固
定
資
産
税
算
出
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
に
地
域
ご
と

で
取
り
扱
う
べ
き
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A
①
調
査
期
間
は
平
成
14

年
度
か
ら
68
年
度
ま
で
の

55
年
間
。
町
全
体
の
面
積

１
９
９
・
３
１
㎢
か
ら
国

有
林
５
１
・
２
㎢
と
公
有

水
面
３
・
２
９
㎢
を
除
い
た

１
４
４
・
８
２
㎢
が
対
象
で

す
。
調
査
済
面
積
は
４
・

１
４
㎢
で
進
捗
率
は
２
・

８
６
％
、
平
坦
地
の
対
象

面
積
６
・
７
４
㎢
に
対
し
て

６
１
・
４
％
で
す
。

②
国
の
次
期
計
画
を
待
っ

て
、
効
率
的
な
調
査
方
法
や

経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
に

よ
り
検
討
し
ま
す
。

③
十
分
な
地
籍
調
査
体
制
が

取
れ
て
い
な
い
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

④
法
務
局
か
ら
登
記
済
通
知

書
が
調
査
地
域
単
位
で
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
実
施
地
区

ご
と
に
一
斉
に
行
っ
て
い
ま

す
。

�

小
林
町
長

A　

氷
ノ
山
両
県
一
体
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
具
体
的
な
取

組
み
の
検
討
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
事
業
が
あ
る

が
誰
が
す
る
の
か
と
の
問
題

が
出
て
お
り
、
地
域
一
体
が

協
力
し
合
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

Q　

29
号
と
中
国
縦
貫
道
が

つ
な
が
っ
て
い
な
い
マ
ッ
プ

が
あ
り
、
若
桜
の
イ
メ
ー
ジ

が
よ
く
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
道

路
情
報
番
組
も
同
様
。
改
善

す
べ
き
で
は
。

�

小
林
町
長

A　

そ
の
問
題
も
あ
り
、
一

帯
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た
。

Q　

本
年
度
事
業
に
あ
る
集

落
支
援
員
の
導
入
計
画
を
具

体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

小
林
町
長

A　

実
は
、
町
は
計
画
の
素

案
の
詳
細
は
知
ら
な
か
っ

た
。
計
画
を
否
定
す
る
わ
け

に
は
い
か
ず
、
今
後
は
そ
れ

を
柱
に
仕
事
を
し
て
い
き
ま

す
。

坂本　等議員
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一
般
会
計
総
額　

36
億
２
７
５
６
万
円

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

一
、
無
償
貸
付
を
す
る
財
産

　
　

�

旧
池
田
小
学
校
校
舎
、
体
育
館

二
、
無
償
貸
付
の
相
手
方

　
　

ア
ロ
イ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

下
井
谷
絹
子

三
、
無
償
貸
付
の
期
間

　
　

平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で

四
、
無
償
貸
付
の
目
的

　

遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
旧
池
田
小
学
校

校
舎
、
体
育
館
に
企
業
を
誘
致
し
、
雇
用
拡

大
や
若
者
定
住
を
は
じ
め
、
地
域
の
活
力
向

上
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

平成
25年度

１
億
１
３
６
７
万
円
追
加
補
正

平
成
25
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

�

主
な
歳
入

　

地
方
交
付
税�
６
９
０
０
万
円

　

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金�

�

１
２
８
５
万
円

　

有
害
鳥
獣
駆
除
費
補
助
金�

�

１
０
０
３
万
円

　

有
価
証
券
売
払
収
入�

６
０
５
万
円

　

林
業
専
用
道
新
設
事
業
補
助
金

�

５
０
０
万
円

　

鉄
道
輸
送
対
策
事
業
費
補
助
金

�

３
１
１
万
円

　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
補
助
金

�

１
１
４
万
円

算　
予

平成25年第４回議
会定例会は９月12日に

招集され、町長から提出さ
れた議案21件、議員提出議
案３件を慎重審議の結果、

全議案を可決し、９月26
日に閉会しました。

・
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め

の
意
見
書

・
消
費
税
増
税
の
凍
結
を
求
め
る
意
見
書

・
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
へ

�

主
な
歳
出

　

若
桜
鉄
道
対
策
事
業�

４
４
２
万
円

　

介
護
予
防
支
援
計
画
事
業�

２
４
３
万
円

　

生
活
保
護
総
務
費
返
還
金�

１
８
９
７
万
円

　

塵
芥
処
理
対
策
事
業�

22
万
円

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

７
７
５
万
円

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策�

２
１
８
８
万
円

　

森
林
整
備
事
業�

５
０
０
万
円

　

林
道
維
持
費�

２
９
４
万
円

　

商
工
振
興
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
）

�

１
４
８
０
万
円

　

町
道
新
設
改
良
事
業�
６
９
５
万
円

捕
獲
奨
励
金
大
幅
増
額

決
処
分
の
承
認

専

　

災
害
対
策
事
業�

４
８
９
万
円

　

若
桜
学
年
管
理
費�

３
７
８
万
円

　

給
食
セ
ン
タ
ー
費
（
備
品
購
入
等
）

�

１
６
７
万
円

平
成
25
年
度
若
桜
町
介
護
保
険
事
業

　
　
　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

�

主
な
歳
入

　

国
庫
支
出
金�

△
55
万
円

　

支
払
基
金
交
付
金�

△
66
万
円

　

繰
入
金�

△
66
万
円

�

主
な
歳
出　
　
　

　

一
次
予
防
事
業
評
価
事
業�

△
２
２
１
万
円

平
成
25
年
度
若
桜
町
後
期
高
齢
者
医
療

 

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
2
号
）

　

９
万
円
追
加
し
、
総
額
５
２
１
５
万
円
と

し
た
。

平
成
25
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
2
号
）

　

７
７
５
万
円
追
加
し
、総
額
1
億
８
９
９
万

円
と
し
た
。

平
成
25
年
度
若
桜
町
索
道
事
業

 

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
2
号
）

　

２
４
５
万
円
追
加
し
、
総
額
５
３
９
９
万

円
と
し
た
。

九
月
議
会
定
例
会

請願・陳情書審査結果　

９月議会定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 　 情
第 1 1 号 年金2.5％の削減中止を求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県本部
　委員長　増田　修治

教 育 民 生
常 任 委 員 会

不 採 択
賛成１、反対８

陳   情
第 1 2 号

陳情書(NHKテレビ共同受信施設大規模改修
に伴う事業費にかかる受益者負担金に対する
助成のお願い)

テレビ共同受信施設組合長
(香田､ 三倉､ 屋堂羅､ 赤松､
諸鹿､ 湯原､ 渕見､ 米､ 糸
白見､ 吉川､ 岩屋堂､ 落折)

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 　 択

請 　 願
第 1 3 号

麻生副総理の『ナチスの手口を見習い、国民
が気づかぬように憲法改定をするべき』とい
う発言に対し、副総理及び財務大臣を辞任す
るよう求める意見書の提出を求める請願

憲法改悪反対鳥取県共同セン
ター　代表
鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

総 務 産 業
常 任 委 員 会

不 採 択
賛成１、反対８

陳   情
第 1 4 号

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関
する地方の財源確保のための意見書採択」
に関する陳情

全国森林環境税創設促進
議員連盟会長　板垣　一徳

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 　 択

陳   情
第 1 5 号

少人数学級の推進などの定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の１復元をはかるた
めの、2014年度政府予算に係る意見書採
択を求める陳情書

鳥取県教職員組合東部支部
　支部長　棚田　厚
鳥取県高等学校教職員組合
東部支部
　支部長　松本　憲幸

教 育 民 生
常 任 委 員 会

趣 旨 採 択
賛 成 １ 、
趣 旨 採 択 ８

陳   情
第 1 6 号 消費税増税の凍結を求める陳情書 鳥取県消費税廃止各界連絡会

　代表　奥田　清治
総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 　 択

陳   情
第 1 7 号

道州制導入に反対する意見書の提出につい
て（依頼）

全国町村議会議長会
　会長　蓬　清二

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 　 択

陳   情
第 1 8 号

屋堂羅川小場ノ下付近の護岸嵩上げ及び、
河床掘削に関する陳情書

屋堂羅自治会長
　小林　俊介

教 育 民 生
常 任 委 員 会 採 　 択

陳   情
第 1 9 号

屋堂羅中村地区土砂災害警戒区域（急傾斜
地の崩壊）の町道に接する部分の防止網の
修復改善に関する陳情書

屋堂羅自治会長
　小林　俊介

教 育 民 生
常 任 委 員 会 採 　 択

陳 　 情
第 2 0 号

桑外谷川ダム工事完了後の町道の補修舗装
に関する陳情書

屋堂羅自治会長
　小林　俊介

教 育 民 生
常 任 委 員 会 採 　 択

陳   情
第 2 1 号

屋堂羅神護地区の山斜面町道に接する部分
の土砂防止網の設置に関する陳情書

屋堂羅自治会長
　小林　俊介

教 育 民 生
常 任 委 員 会 趣 旨 採 択

陳 　 情
第 2 2 号

集落協定「屋堂羅B団地」区域の営農の活
性化、及び農用地等の保全事業（芝生化）
に対する助成についての陳情書

屋堂羅自治会長
　小林　俊介

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採 　 択

WAKASA

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。

詳しくは、議会事務局　☎８２－２２１２　にお問い合わせください。　　　　　　　　　　　IP☎９８２－２２１２（ ）

プレミアム商品券
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Q　

自
主
財
源
が
減
少
傾
向

だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

A　

地
方
交
付
税
が
、
予
想

よ
り
削
減
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
、
現
在
は
心
配
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。　

Q　

お
た
め
し
住
宅
へ
の
希

望
者
と
、
分
譲
宅
地
購
入
者

は
あ
り
ま
す
か
。

A　

５
名
程
度
の
要
望
が
あ

り
ま
す
。
定
期
借
地
権
で
の

分
譲
地
購
入
希
望
は
あ
り
、

草
刈
等
行
っ
て
お
り
、
整
備

は
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

通
学
車
両
が
と
て
も
満

員
だ
。
今
後
の
対
策
を
考
え

て
欲
し
い
。　

A　

民
間
の
車
両
な
の
で
、

回
答
は
出
来
な
い
が
、
教
育

委
員
会
に
相
談
し
ま
す
。　

Q　

権
現
橋
の
交
差
点
の
誘

導
ポ
ー
ル
が
危
険
に
思
う

が
。

A　

国
道
な
の
で
即
答
で
き

な
い
が
、
町
土
整
備
課
と
相

談
し
て
み
ま
す
。

Q　

わ
か
さ
生
協
は
、
建
替

計
画
は
有
り
ま
す
か
。

　

町
内
医
師
の
高
齢
化
が
気

に
な
る
し
、
心
配
だ
。

A　

当
初
予
定
し
て
い
た

が
、
今
は
白
紙
に
戻
り
ま
し

た
。

　

若
桜
出
身
の
医
師
が
県
内

外
に
い
ま
す
が
、
帰
郷
し
、

地
域
医
療
を
目
指
す
医
師

は
、
無
い
よ
う
で
す
。

Q　

デ
マ
ン
ド
便
で
の
通
学

は
助
か
る
が
、
満
員
で
窮
屈

だ
。
今
後
、
子
ど
も
が
増
え

る
可
能
性
も
あ
り
早
め
の
対

策
を
考
え
て
欲
し
い
。

A　

定
員
オ
ー
バ
ー
は
し
て

い
な
い
と
思
う
が
、
教
育
委

員
会
に
持
ち
帰
り
確
認
し
ま

す
。

Q　

お
た
め
し
住
宅
を
建
築

す
る
が
、
採
算
は
取
れ
る
の

か
。　

A　

採
算
で
は
な
く
、
定
住

化
対
策
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。

Q　

旧
池
田
小
の
企
業
誘

致
、
有
効
利
用
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
意
見
を
し
て
欲
し

い
。

A　

ア
ロ
イ
工
業(

株)

が

操
業
予
定
だ
が
、
時
期
は
明

言
で
き
ま
せ
ん
。
粘
り
強
く

意
見
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

間
伐
事
業
を
積
極
的
に

推
奨
し
て
欲
し
い
。

A　

実
情
を
把
握
し
積
極
的

に
予
算
内
で
行
う
よ
う
担
当

課
に
伝
え
ま
す
。

Q　

鳥
獣
害
防
止
柵
の
申
請

時
期
、
設
定
が
悪
い
。

A　

鳥
獣
害
防
止
計
画
の
見

直
し
を
含
め
持
ち
帰
り
検
討

し
ま
す
。

Q　

農
業
専
門
員
の
実
働
、

実
態
が
見
え
な
い
よ
う
だ
。

A��

議
会
で
も
意
見
は
し
て

い
ま
す
。
農
業
専
門
員
に
、

実
態
調
査
の
要
求
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
防
災
訓
練
等
を
実
施

出
来
な
い
の
か
。

　

防
災
専
門
員
の
仕
事
内
容

を
、
詳
し
く
広
報
す
る
べ
き

だ
。

A　

計
画
中
だ
と
思
い
ま

す
。
担
当
課
に
確
認
い
た
し

ま
す
。

Q　

庁
舎
内
の
職
員
対
応
が

暗
い
。

A　

要
望
し
ま
す
。

Q　

蔵
通
り
の
黄
色
い
道
は

ど
う
な
っ
た
。

A　

町
長
が
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
再

協
議
し
改
善
す
る
意
向
で

す
。

Q　

町
内
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
期
間
と
、

Q　

調
査
研
究
さ
れ
た
事

は
、
若
桜
町
の
事
業
等
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A　

事
業
を
執
行
す
る
中

で
、
先
進
地
を
参
考
に
、
意

見
、
議
論
を
重
ね
、
町
の
発

展
の
た
め
に
生
か
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

ア
ロ
イ
工
業
は
ど
ん
な

会
社
で
、
何
を
製
造
す
る
の

か
。
グ
ラ
ン
ド
は
利
用
出
来

ま
す
か
。

　

池
小
は
避
難
場
所
に
な
っ

て
い
る
が
。

A　

リ
チ
ウ
ム
電
池
を
開

発
、製
造
し
て
い
る
会
社
で
、

契
約
は
し
て
い
る
が
操
業
時

期
は
今
年
の
秋
頃
に
な
り
そ

う
で
す
。

　

今
の
説
明
で
は
、
利
用
で

き
ま
す
。
地
域
説
明
会
が
５

月
21
日
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま

す
。

Q　

役
場
職
員
は
、
仕
事
の

処
理
が
遅
す
ぎ
る
。

A�

担
当
課
に
意
見
し
ま
す
。

Q　

空
屋
の
調
査
は
今
後
ど

の
様
に
進
め
ら
れ
、
移
住
、

定
住
対
策
の
現
状
は
ど
う
で

す
か
。

A�

調
査
内
容
に
つ
い
て
、

詳
し
い
説
明
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
現
在
３
件
の
移
住
者

が
あ
り
ま
す
が
、
継
続
し
て

対
応
さ
れ
ま
す
。

Q　

道
の
駅
の
対
応
、
料
理

が
駄
目
だ
。
箸
も
汚
い
。

A�

経
営
は
好
転
傾
向
で
な

い
現
状
か
ら
、
体
質
改
善
で

再
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

�（
有
）
若
桜
農
林
振
興

は
元
気
が
な
い
。
作
業
も
下

手
で
、窓
口
の
対
応
も
悪
い
。

A�

農
業
専
門
員
を
交
え
て
、

意
見
を
し
ま
す
。

Q　

通
学
定
期
の
補
助
は
、

継
続
し
て
貰
え
る
の
か
。
鳥

取
市
内
の
生
徒
は
、
恩
恵
が

少
な
い
。

A�

子
育
て
事
業
の
一
環
で

あ
り
、
継
続
す
る
と
思
う
。

市
内
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、

再
検
討
し
て
行
く
よ
う
持
ち

帰
り
検
討
い
た
し
ま
す
。

Q　

「
寄
来
屋
」
の
利
用
者

は
ど
ん
な
方
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
。
材
料
な
ど
持
込
制

な
の
で
、
便
利
が
悪
い
。

A�

老
人
の
方
の
利
用
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

利
用
者
が
少
な
く
、
現
状

維
持
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　

農
業
指
導
員
は
、
指
導

が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実

だ
。

　
（
有
）
若
桜
農
林
振
興
、

味
工
房
も
問
題
だ
ら
け
だ
。

A　

具
体
的
な
回
答
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
意
見
、
要
望
を

し
て
い
き
ま
す
。

Q　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

に
２
億
数
千
万
円
で
や
ろ
う

と
し
て
い
る
が
。
現
実
的
に

木
材
の
搬
出
が
出
来
る
と
思

え
な
い
。
補
助
金
の
終
了
後

の
事
も
考
え
る
べ
き
だ
。

A　

雇
用
に
も
繋
が
る
と
考

え
方
も
あ
り
ま
す
。
将
来
展

望
に
は
、
議
会
と
し
て
も
心

配
し
て
お
り
、
持
帰
り
検
討

い
た
し
ま
す
。

Q　

町
の
職
員
の
対
応
が
、

悪
い
。
職
場
を
離
れ
て
昼
ご

は
ん
を
食
べ
に
帰
る
。
緊
急

性
の
あ
る
事
件
が
あ
っ
た
場

合
、
対
応
で
き
な
い
と
思
う

が
。

A　

職
務
規
則
に
違
反
が
無

け
れ
ば
、
仕
方
の
無
い
事
だ

が
、
指
摘
は
行
い
ま
す
。
職

員
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

Q　

報
告
会
が
農
繁
期
で
、

時
期
が
悪
い
。

A　

定
例
会
か
ら
約
2
ヶ
月

以
内
と
定
め
て
い
ま
す
が
、

持
ち
帰
り
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q　

議
員
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
席
率
が
悪
す
ぎ
る
。

A　

強
制
的
に
出
る
行
事
で

は
な
い
が
、
個
人
の
考
え
で

出
席
、
活
動
、
協
力
し
て
い

ま
す
。

Q　

道
の
駅
の
評
判
が
悪

い
。
市
内
か
ら
、
仕
入
れ
を

し
て
い
る
。
本
来
の
趣
旨
と

違
う
の
で
は
な
い
か
。分
析
、

追
求
を
し
て
頂
き
た
い
。

A　

販
売
す
る
商
品
が
地
元

で
集
ま
ら
な
い
現
状
で
す
。

仕
入
れ
は
、
状
況
判
断
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

Q　

若
鉄
の
Ｓ
Ｌ
が
、
野
外

放
置
さ
れ
て
い
る
が
。
今
後

の
運
行
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

A　

車
庫
は
出
来
て
い
ま

す
。
若
桜
鉄
道
と
沿
線
自
治

体
が
一
体
と
な
っ
て
実
行
し

て
い
く
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
会
報
告
会

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
シ
ョ
ッ
プ

が
若
桜
に
来
ら
れ
た
の
は
、

な
ぜ
で
す
か
。

A　

半
年
間
で
す
。
地
元
と

競
合
し
な
い
業
種
を
選
定
し

て
い
る
。
移
住
、
定
住
対
策

も
関
連
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

Q　

議
員
定
数
に
関
す
る
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
や
状
況

は
ど
う
で
す
か
。

A　

３
択
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

実
施
し
、
現
状
が
8
名
、
削

減
が
1
名
、
そ
の
他
が
１
名

で
す
。

あ
か
ま
つ
団
地

大
野

岸
野

平
成
25
年
度

第
４
回
議
会
報
告
会
各
集
落
で
の
意
見
交
換
を
Ｑ
＆
Ａ
の
形
に

し
ま
し
た
。（
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
各
班
の
報
告
書

を
集
落
単
位
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

栃
原

権現橋の誘導ポール

大野防災訓練

チャレンジショップ

Q　

災
害
時
に
テ
レ
ビ
も
無

く
、
ラ
ジ
オ
受
信
も
困
難
な

の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
を

免
除
し
て
頂
け
無
い
か
。　

A　

各
集
落
の
公
民
館
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
を
支
払
っ
て

お
り
、
執
行
部
に
提
案
は
し

て
み
ま
す
。

Q　

町
名
に
相
応
し
い
、
桜

の
木
を
植
樹
し
て
欲
し
い
。

又
、
天
狗
巣
病
の
対
策
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

A　

町
独
自
、関
西
若
桜
会
、

鳥
取
市
若
桜
会
な
ど
、
毎
年

植
樹
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
狗
巣
病
の
処
置
は
、
行
わ

れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で

す
。

Q　

町
か
ら
委
託
料
を
も
ら

い
な
が
ら
、
観
光
事
業
団
の

自
社
優
待
券
発
行
は
、
駄
目

だ
。

A　

事
実
確
認
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

アロイ工業

道の駅桜ん坊

須
澄
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Q　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

を
補
助
金
で
さ
れ
る
よ
う
だ

が
、
現
実
的
に
木
材
を
通
年

中
、
搬
出
出
来
る
と
は
、
思

え
な
い
。

A　

新
し
い
事
業
で
答
え
に

く
い
が
、
町
有
林
で
実
験
的

に
行
う
物
で
す
。
雇
用
に
も

繋
が
る
と
考
え
方
も
あ
り
実

践
体
制
を
確
認
す
べ
き
と
思

い
ま
す
。

Q　

若
桜
町
の
名
に
相
応
し

い
、
芝
桜
を
植
え
た
ら
ど
う

だ
。
町
民
の
協
力
で
、
桜
に

ち
な
ん
だ
苗
を
植
栽
し
た
ら

ど
う
だ
。

A　

植
栽
は
少
し
ず
つ
だ

が
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
天

狗
巣
病
根
絶
の
方
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

Q　

基
金
を
積
み
立
て
て

も
、
将
来
の
展
望
が
見
え
な

い
。

A　

積
立
金
を
増
や
さ
ず
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
事

が
、
住
民
の
た
め
に
な
る
考

え
方
も
あ
り
ま
す
。

Q　

国
保
税
率
を
引
き
上
げ

た
が
大
変
だ
。

A　

決
定
事
項
で
あ
り
、
住

民
へ
の
説
明
を
十
分
す
る
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Q　

上
下
水
道
懇
話
会
は
ど

の
様
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

A　

上
下
水
道
懇
話
会
が
開

か
れ
て
も
結
論
は
直
ぐ
出
な

い
が
、
中
間
報
告
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
集
落
で
も
共
通

認
識
を
持
っ
た
上
で
、
意
見

を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

猪
、鹿
の
捕
獲
用
檻
の
、

申
請
方
法
は
ど
う
で
す
か
。

A　

申
請
す
れ
ば
借
り
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
担
当
課

に
確
認
い
た
し
ま
す
。

Q　

防
護
柵
の
申
請
時
期
が

悪
い
。
職
員
の
手
続
き
が
遅

く
て
困
っ
て
い
る
。

A　

他
の
集
落
か
ら
も
出
た

問
題
で
す
。
執
行
部
と
協
議

し
て
行
き
た
い
。

Q　

獣
肉
処
理
場
や
堆
肥
散

布
機
は
利
用
者
が
決
ま
ら
な

い
の
に
、
予
算
を
執
行
さ
れ

る
の
は
、
矛
盾
し
て
い
る
。

A　

議
会
も
、
執
行
部
の
提

案
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
向

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

Q　

旧
若
小
の
跡
地
利
用
は

ど
う
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
す
る
と
書
い
て
あ
る

が
。
解
体
前
か
ら
考
え
る
事

だ
と
思
う
。

A　

町
長
の
見
解
は
、
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
１
年

間
後
に
結
論
を
出
し
た
い
と

報
告
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

Q　

お
た
め
し
住
宅
の
応
募

者
は
あ
る
か
。

A　

県
外
者
の
方
の
応
募
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

Q　

公
共
下
水
の
接
続
率
が

伸
び
て
い
な
い
が
、
接
続
し

な
い
方
は
責
任
料
金
を
支
払

う
べ
き
だ
。
議
会
政
策
討
論

会
の
題
材
に
し
て
は
ど
う

か
。

A　

今
さ
ら
言
え
な
い
部
分

も
あ
り
、
事
情
説
明
等
、
整

頓
し
な
い
と
い
け
な
い
。
推

進
委
員
を
作
っ
た
が
解
散
し

た
。
担
当
課
に
伝
え
ま
す
。

Q　

上
下
水
道
懇
話
会
は
、

何
を
し
て
い
る
の
か
。

A　

会
合
は
行
わ
れ
て
い
る

が
、
途
中
経
過
の
報
告
が
最

近
に
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

Q　

猟
師
が
少
な
い
が
、

役
場
職
員
に
狩
猟
免
許

を
取
ら
せ
た
ら
ど
う
で

す
か
。

A　

持
ち
帰
り
担
当
課

等
に
検
討
さ
せ
ま
す
。

Q　

道
の
駅
で
町
の
Ｐ

Ｒ
を
す
る
の
が
本
質
で

あ
り
、
月
曜
日
に
休
む

の
は
あ
り
え
な
い
と
思

い
ま
す
が
。

A　

経
営
状
態
を
見
な

が
ら
、
試
行
錯
誤
し
て

い
る
状
況
で
、
様
子
を
見
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　

ア
ロ
イ
工
業
は
い
つ

頃
、
来
る
の
か
。

A　

流
動
的
だ
が
秋
頃
を
目

途
に
来
る
予
定
で
す
。

Q　

（
有
）
若
桜
農
林
振
興

の
活
動
状
況
は
ど
う
な
の

か
。資
金
を
入
れ
る
だ
け
で
、

方
向
性
が
見
え
て
こ
な
い
。

放
棄
地
に
作
付
け
す
る
位
の

努
力
を
し
て
欲
し
い
。

A　

給
料
制
で
農
林
振
興
の

仕
事
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
任
せ
で
は
駄
目
だ
と
思

う
が
、
実
態
は
動
い
て
い
ま

せ
ん
。

Q　

若
桜
大
祭
の
み
こ
し
の

担
ぎ
手
は
あ
る
の
か
。
観
光

客
、
帰
省
客
に
募
集
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

A　

色
々
な
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
が
、
良
い
意
見
を
頂
き

ま
し
た
の
で
、
担
当
課
に
伝

え
ま
す
。

Q　

井
原
、
嵯
峨
野
鉄
道
の

経
営
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

A　

嵯
峨
野
鉄
道
は
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
出
資
さ
れ
て
、
黒

字
路
線
で
す
。井
原
鉄
道
は
、

第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
の
路
線

で
あ
り
、
調
査
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
経
営
内
容
は
赤
字

で
す
。広
島
、岡
山
県
に
跨
っ

て
お
り
、２
県
合
同
持
ち
物
。

Q　

嵯
峨
野
鉄
道
は
、
観
光

地
と
し
て
の
比
較
、
参
考
に

な
り
難
い
の
で
は
。
噂
か
も

し
れ
な
い
が
、
議
員
も
反
対

論
や
、
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。
八
頭
町
、
若
桜
町
、
沿

線
も
活
性
化
が
進
ん
で
い
な

い
様
に
見
え
る
。

A　

言
わ
れ
る
と
お
り
で
す

が
、
国
、
県
も
協
力
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
両
町
の
力
強

い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要
で

す
。　

Q　

池
田
の
企
業
誘
致
事
業

は
特
に
、
議
会
に
も
応
援
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
従
業
員

の
確
保
が
町
内
で
確
保
で
き

る
の
か
。

A　

心
配
の
種
で
も
あ
り
ま

す
が
、
応
援
し
ま
す
。
雇
用

対
策
に
つ
い
て
は
重
要
で
あ

り
検
討
い
た
し
ま
す
。

Q　

議
員
定
数
の
10
名
に
つ

い
て
問
い
た
い
。
人
口
減
少

の
中
、
先
の
こ
と
を
考
え
て

欲
し
い
。

A　

全
体
の
意
見
を
戦
わ
せ

た
結
論
で
す
。

Q　

空
屋
調
査
に
つ
い
て
、

移
住
定
住
専
門
員
の
効
果
が

あ
り
ま
す
か
。
議
員
は
ど
の

様
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

A　

正
式
に
調
査
し
て
い
ま

す
が
、
細
か
な
処
ま
で
つ
め

て
い
な
い
。
11
月
か
ら
15
件

程
度
あ
る
。
資
料
を
持
っ
て

大
阪
へ
行
き
3
件
定
住
者
が

あ
り
ま
す
。

Q　

若
鉄
の
車
輌
は
、
最
近

故
障
が
多
い
様
だ
が
大
丈
夫

で
す
か
。
更
新
の
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

A　

古
く
な
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
す
。
雨
漏
り
が
し
て

い
る
の
は
始
め
て
聞
き
ま
し

た
。
持
ち
帰
り
駅
に
確
認
い

た
し
ま
す
。

Q　

若
鉄
の
定
期
券
を
購
入

に
行
っ
た
が
断
ら
れ
た
。
特

に
学
生
に
対
す
る
扱
い
が
悪

い
。

A　

担
当
課
に
伝
え
確
認
い

た
し
ま
す
。

Q　

駅
舎
内
、
職
員
の
態
度

が
悪
い
。
売
店
が
常
時
開
い

て
い
な
い
の
で
、
観
光
客
の

方
が
不
満
を
言
っ
て
い
た
。

特
に
学
生
の
扱
い
が
悪
い
。

A　

観
光
客
が
増
え
て
い
る

時
期
で
あ
り
、
問
題
は
大
き

い
。
乗
車
運
動
を
推
進
す
る

上
で
も
、
改
善
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と

思
い
ま
す
の
で
提
言
い
た
し

ま
す
。

Q　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

に
つ
い
て
聞
き
た
い
が
、
儲

け
に
な
る
の
か
。
今
は
補
助

が
あ
る
が
、
数
年
後
補
助
金

が
無
く
な
っ
て
か
ら
、
続
け

て
い
け
る
の
か
。

A　

我
々
が
返
答
す
る
の
は

ど
う
か
と
思
う
が
、
補
助
事

業
で
す
。
担
当
者
の
説
明
で

は
、未
来
的
な
事
業
で
あ
り
、

間
伐
事
業
に
も
関
連
し
ま

す
。
担
当
課
に
伝
え
ま
す
。

Q　

公
民
館
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
、
下
水
道
料
金
が

（
１
２
０
０
円
）
き
つ
い
。

戸
数
の
減
少
で
困
っ
て
い
る

が
。

A　

持
ち
帰
り
関
係
機
関
及

び
担
当
課
で
検
討
い
た
し
ま

す
。

Q　

鳥
獣
対
策
で
防
護
柵
の

補
助
の
出
る
時
期
が
遅
く
、

実
質
作
業
が
出
来
な
い
。

A　

議
会
も
、
再
三
意
見
し

て
い
ま
す
。
実
態
に
応
じ
た

対
策
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Q　

急
傾
斜
、
危
険
地
域
の

陳
情
書
が
不
採
択
に
な
っ
た

要
因
は
。

　

不
採
択
を
し
た
時
に
説
明

を
添
え
て
欲
し
い
。

A　

不
採
択
に
な
っ
て
も
、

県
に
要
望
は
届
く
と
思
い
ま

す
。
議
会
で
検
討
し
て
回
答

し
ま
す
。

Q　

鳥
獣
害
対
策
で
防
止
策

の
申
請
は
何
時
か
ら
で
す

か
。

A　

申
請
の
受
付
は
５
月
末

に
回
覧
が
回
り
、
費
用
の
５

／
６
は
出
ま
す
。

Q　

災
害
復
旧
工
事
の
、
未

着
工
部
分
は
ど
う
な
る
の

か
。

A　

陳
情
等
行
っ
て
ほ
し
い

Q　

不
特
定
工
事
と
い
う
の

は
今
で
も
あ
り
ま
す
か
。

A　

あ
り
ま
す
。

Q　

通
学
対
策
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
行
の
ま
ま
の
通
学

方
法
で
す
か
。

A　

現
行
の
ま
ま
で
す
。

Q　

ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
対
策
を
取
ら
れ
る
の
か
。

A　

委
員
会
視
察
の
報
告
で

あ
り
、
実
現
で
き
る
と
は
言

え
な
い
が
、
必
要
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。

Q　

憩
い
の
家
の
、
指
定
管

理
料
の
増
額
を
お
願
い
出
来

な
い
で
す
か
。
指
定
管
理
を

受
け
な
い
場
合
も
考
え
て
い

ま
す
。

A　

陳
情
等
で
対
応
し
て
欲

し
い
が
、
執
行
部
に
検
討
さ

せ
ま
す
。

Q　

耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
、
後
継
者
を
後
押
し
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
周
知

徹
底
し
て
欲
し
い
。
農
家
を

対
象
に
座
談
会
を
行
っ
て
欲

し
い
。

A　

町
が
認
定
し
た
担
い
手

に
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。
執

行
部
に
要
望
し
て
み
ま
す
。

Q　

町
内
の
業
者
や
町
内
の

若
者
に
、定
住
対
策
や
、チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

も
、
該
当
す
る
物
は
な
い
。

働
く
場
所
も
な
い
。

A　

即
答
は
出
来
な
い
が
、

今
後
の
課
題
に
す
る
意
見
だ

と
思
い
ま
す
。

Q　

簡
易
水
道
の
改
修
は
行

わ
れ
る
の
か
。
水
道
が
濁
る

の
で
対
応
し
て
欲
し
い
。

A　

担
当
課
に
意
見
し
ま

す
。

渕
見
・
茗
荷
谷

香
田

赤
松

屋
堂
羅
・
口
屋
堂
羅

高
野

防護柵

㈲若桜農林振興事務所

若桜鉄道駅舎

耕作放棄地
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Q　

若
桜
に
は
、
食
事
す
る

所
が
無
い
。
お
店
を
す
る
人

に
、
個
人
的
に
補
助
は
出
来

な
い
の
か
。

A　

商
工
会
の
仕
事
だ
と
思

う
。
個
人
向
け
の
物
は
今
現

在
な
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

調
査
研
究
の
結
果
を
、

町
政
に
生
か
し
て
行
こ
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A　

具
体
的
に
即
座
に
出
る

事
は
な
い
で
す
が
、
執
行
部

に
意
見
、
提
案
を
し
て
行
き

ま
す
。

Q　

報
告
会
の
出
席
率
は
ど

う
で
す
か
。

A　

出
席
率
は
、
宿
内
や
大

き
な
集
落
が
悪
い
よ
う
で

す
。

Q　

馬
橋
付
近
を
20
ｍ
位
、

２
回
除
雪
し
て
欲
し
い
。

A　

実
態
を
除
雪
会
議
で
要

望
し
て
欲
し
い
。
除
雪
機
の

貸
し
出
し
を
要
望
さ
れ
る
の

も
、解
決
策
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　

町
営
住
宅
の
取
り
壊
し

た
跡
に
、
物
が
置
き
放
題
に

な
っ
て
い
る
。
状
況
を
調
べ

て
、
綺
麗
に
し
て
欲
し
い
。

A　

町
が
管
理
す
る
土
地
だ

と
思
う
。
担
当
課
に
伝
え
対

応
さ
せ
ま
す
。

Q　

鳥
獣
害
防
護
柵
を
町
全

体
網
羅
す
る
よ
う
張
っ
た
ら

ど
う
で
す
か
。

A　

全
体
に
行
う
事
は
出
来

な
い
が
、
要
望
の
一
環
と
し

て
持
ち
帰
り
検
討
し
ま
す
。

Q　

災
害
時
の
避
難
場
所
は

何
処
に
な
り
ま
す
か
。

A　

体
育
館
の
予
定
だ
と
思

い
ま
す
が
、
担
当
課
に
確
認

し
て
返
事
を
し
ま
す
。

Q　

若
桜
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
意
味
、
ど
の
様
な
も
の

で
す
か
。

A　

県
の
補
助
金
な
ど
で
、

構
内
の
整
備
等
を
行
う
事
業

で
、
主
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
整
備
し
て
い
ま
す
。　

Q　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

調
査
研
究
に
つ
い
て
、
概
要

を
教
え
て
欲
し
い
。

A　

赤
磐
市
で
は
、
20
万
円

の
補
助
が
あ
る
よ
う
で
す
。

若
桜
の
分
別
回
収
は
よ
い
方

だ
と
思
い
ま
す
。

Q　

若
者
を
集
め
た
報
告
会

を
さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

A　

全
員
協
議
会
で
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

上
水
道
の
整
備
は
、
ど

の
様
な
工
事
内
容
で
す
か
。

A　

老
朽
化
で
、
漏
水
・
破

損
し
や
す
い
石
綿
管
の
取
り

替
え
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

Q　

若
小
の
跡
地
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
使
用
条
件
は
ど
の
様

に
為
っ
て
い
る
の
か
。

A　

結
論
は
出
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
防
災
避
難
所
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
。
行
政

に
意
見
し
て
、
ル
ー
ル
作
り

を
含
め
再
検
討
さ
せ
ま
す
。

Q　

県
外
で
、
移
住
者
が
増

え
て
い
る
所
も
あ
る
。
町
で

も
推
進
さ
れ
て
は
ど
う
で
す

か
。

A　

誰
で
も
対
象
に
す
る
訳

に
は
行
か
な
い
と
思
う
。
高

齢
者
だ
け
で
は
駄
目
で
、
あ

る
程
度
限
定
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

Q　

町
営
住
宅
を
改
修
す
る

よ
り
、
空
屋
を
修
繕
し
、
定

住
を
推
進
し
て
欲
し
い
。

A　

よ
い
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
持
ち
帰
り
検
討
い
た
し

ま
す
。

Q　

若
い
人
が
、
永
住
で
き

る
町
づ
く
り
を
お
願
い
し
た

い
。

A　

最
大
の
テ
ー
マ
だ
と
考

え
ま
す
。簡
単
で
は
な
い
が
、

町
全
体
で
考
え
る
事
だ
と
思

い
ま
す
。

Q　

観
光
客
が
お
金
を
落
と

す
施
設
が
な
い
。
積
極
的
に

計
画
を
進
め
て
欲
し
い
。

A　

全
国
に
通
じ
る
町
づ
く

り
を
計
画
し
た
過
去
も
あ

り
、
観
光
客
に
喜
ん
で
頂
け

る
も
の
を
模
索
中
で
す
。

Q　

鬼
ヶ
城
の
、
行
き
止
ま

り
小
口
が
分
か
ら
な
い
。
標

示
、
保
存
方
法
は
決
ま
っ
て

い
な
い
の
で
す
か
。

A　

担
当
課
に
持
ち
帰
り
、

確
認
と
検
討
さ
せ
ま
す
。

Q　

水
道
施
設
を
新
し
く
し

た
場
合
の
算
定
を
早
く
出
し

て
ほ
し
い
。

A　

近
々
上
下
水
道
懇
話
会

の
中
間
報
告
が
出
る
予
定
で

す
。

Q　

融
雪
方
法
を
変
更
し
た

い
。
大
川
か
ら
パ
イ
プ
を
60

ｍ
ほ
ど
引
い
て
も
ら
え
な
い

か
。

A　

集
落
の
維
持
管
理
の
負

担
軽
減
に
な
る
な
ら
陳
情
さ

れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

Q　

消
防
水
利
が
１
か
所
だ

が
、
川
上
に
も
う
１
か
所
設

置
で
き
な
い
か
。

A　

防
災
専
門
員
に
相
談
さ

れ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

Q　

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
つ

い
て
、
池
田
地
区
資
源
ご
み

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
床
の
修

理
が
必
要
。
旧
農
協
池
田
支

所
に
変
え
て
は
ど
う
か
。

A　

旧
農
協
池
田
支
所
は
段

差
が
な
く
寄
り
つ
き
も
い
い

の
で
了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

変
え
る
の
は
い
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
補
助
制
度
を
創
設
す
る

よ
う
元
気
を
出
し
て
ほ
し

い
。

A　

視
察
に
行
き
補
助
制
度

は
必
要
だ
と
思
っ
た
の
で
、

要
望
が
叶
う
よ
う
私
た
ち
も

頑
張
り
ま
す
。

Q　

議
会
基
本
条
例
の
検
証

結
果
は
、「
３
・
０
２
」
で
、

３
年
間
で
一
番
低
い
。議
会
、

議
員
の
評
価
を
別
々
に
示
し

て
は
ど
う
か
。「
３
」
以
下

の
人
に
は
議
長
が
指
導
す
べ

き
で
は
。
今
期
の
公
約
は
で

き
て
い
ま
す
か
。
一
般
質
問

の
回
数
は
ど
う
で
す
か
。

A　

自
己
評
価
な
の
で
、
評

価
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
ま

す
。
評
価
方
法
に
つ
い
て
も

苦
慮
し
て
い
ま
す
。

Q　

町
営
バ
ス
を
大
野
橋
経

由
に
し
て
、
橋
の
所
に
加
地

バ
ス
停
を
新
設
で
き
な
い

か
。

A　

公
共
交
通
会
議
で
了
承

さ
れ
れ
ば
、
新
設
は
可
能
だ

と
思
い
ま
す
。
陳
情
を
さ
れ

て
は
ど
う
で
す
か
。

Q　

お
と
と
し
の
台
風
で
上

手
の
大
井
手
の
取
水
口
、
頭

首
工
が
壊
れ
て
い
る
。
防
火
・

農
業
用
水
に
も
使
っ
て
い

る
。
早
く
修
繕
し
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
に
聞
い
て
み
ま

す
。

（
後
日
、
県
か
ら
の
返
事
を

改
め
て
担
当
課
が
伝
え
る
。）

Q　

獣
肉
解
体
施
設
は
い
つ

稼
働
か
。

A　

八
頭
町
な
ど
と
の
協
議

が
必
要
で
、
具
体
的
な
こ
と

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
執
行

部
は
、
６
月
定
例
議
会
に
は

設
置
管
理
条
例
を
上
程
し
た

い
と
の
こ
と
で
す
。

Q　

資
源
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
１
か
所
で
大
変
だ
。
も

う
１
か
所
設
置
し
て
ほ
し

い
。

A　

確
か
に
大
変
。
増
や
す

よ
う
働
き
か
け
ま
す
。
村
中

線
改
良
時
に
整
備
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Q　

10
人
の
議
員
が
一
つ
に

な
り
、
各
分
野
で
ま
と
め
、

町
長
に
対
し
明
確
な
回
答
を

求
め
な
い
と
執
行
部
は
効
か

な
い
。

A　

政
策
討
論
会
で
議
論

し
、
ま
と
め
て
い
く
の
が
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　
住
民
と
問
題
を
共
有
で

き
る
資
料
に
し
て
ほ
し
い
。

歳
入
は
家
庭
の
財
布
に
例
え

る
。
歳
出
も
具
体
的
に
何
に

使
わ
れ
、
何
を
節
約
し
な
い

と
い
け
な
い
か
を
考
え
ら
れ

る
資
料
で
な
く
て
は
い
け
な

い
。

A　

分
か
り
や
す
い
資
料
に

な
る
よ
う
、
来
年
度
に
向
け

協
議
し
た
い
。

Q　

医
療
と
福
祉
の
一
貫
的

な
事
業
体
を
つ
く
る
べ
き
。

A　

重
要
課
題
と
し
て
議
会

内
で
議
論
し
て
み
た
い
。

Q　

町
職
員
が
市
内
か
ら
上

が
っ
て
い
る
が
、
手
を
打
つ

べ
き
。「
公
務
員
と
は
な
ん

ぞ
や
」と
の
自
覚
が
必
要
だ
。

A　

優
秀
な
職
員
を
確
保
す

る
た
め
の
よ
う
で
す
。ま
た
、

個
人
的
な
縛
り
が
で
き
な
い

よ
う
で
す
。

Q　
若
桜
の
物
を
東
京
の
金

持
ち
を
相
手
に
稼
ぐ
べ
き
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
若
桜

の
物
が
並
ん
で
い
な
い
。

A　

同
感
で
す
。

Q　

道
の
駅
の
運
営
方
法
を

手
数
料
で
は
な
く
、
平
米
い

く
ら
で
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
出

し
て
は
ど
う
か
。

A　
（
氷
ノ
山
公
共
施
設
調

査
特
別
委
員
会
開
会
時
、
平

井
理
事
長
に
伝
え
ま
し
た
。）

Q　

ア
ロ
イ
工
業
は
若
桜
に

き
て
く
れ
る
の
か
。

A　

鳥
取
工
場
の
遅
れ
も
あ

り
、
秋
に
は
操
業
と
聞
い
て

い
ま
す
。

Q　

移
住
に
対
し
て
問
い
合

わ
せ
は
あ
る
の
か
。

A　

定
期
借
地
権
宅
地
は
申

込
有
、
お
た
め
し
住
宅
も
問

い
合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
。

空
き
家
に
は
仏
壇
が
あ
り
な

か
な
か
貸
し
て
も
ら
え
な
い

よ
う
で
す
。

Q　

想
い
は
行
動
に
移
し
、

達
成
し
て
ほ
し
い
。

A　

心
に
留
め
頑
張
り
ま

す
。

Q　

職
員
が
挨
拶
も
し
な

い
。
研
修
が
必
要
で
は
な
い

か
。

A　

お
金
を
か
け
て
で
も
専

門
家
に
研
修
を
し
て
も
ら
っ

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

Q　

バ
イ
オ
マ
ス
だ
が
、
残

材
を
出
す
と
言
っ
て
も
林
道

が
な
い
と
こ
ろ
は
ど
う
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
材
は
、
い

く
ら
で
引
取
っ
て
も
ら
え
る

の
か
。

A　

作
業
道
を
つ
け
間
伐
し

て
お
り
、
残
材
の
搬
出
も
可

能
で
す
。
買
取
り
価
格
は
未

定
。
今
年
度
、「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
を
採
用
し
調

査
し
ま
す
。

Q　

お
た
め
し
住
宅
の
借
り

手
は
あ
る
の
か
。

A　

問
い
合
わ
せ
が
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
定
期
借
地
権

に
つ
い
て
も
申
込
が
あ
り
ま

す
。

Q　

神
直
の
避
難
所
は
糸
白

見
だ
が
、
大
水
が
出
た
時
橋

を
渡
る
の
は
怖
い
。

A　

専
門
員
と
歩
い
て
み

て
、
そ
の
上
で
よ
い
方
法
を

考
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

Q　

登
校
時
間
ま
で
に
歩
道

除
雪
を
し
て
ほ
し
い
。

A　

集
落
に
配
備
さ
れ
て
い

る
小
型
除
雪
機
で
、
で
き
な

い
で
す
か
。

農
人
町

中
町

吉
川

落
折

加
地

根
安

大
炊

ごみステーション

旧若小跡地

29工房

こども園前
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Q　

こ
ど
も
園
の
前
を
整
備

し
て
ほ
し
い
。

A　

給
食
セ
ン
タ
ー
取
壊
し

後
、
整
備
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Q　

調
査
研
究
に
行
き
、
執

行
部
に
こ
れ
は
さ
せ
た
い
と

い
う
も
の
は
何
か
。

A　

生
産
者
の
顔
入
り
シ
ー

ル
と
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整

備
補
助
の
導
入
。

Q　

移
動
販
売
で
ポ
イ
ン
ト

が
付
か
な
い
の
は
残
念
。

A　

他
の
集
落
か
ら
も
意
見

が
あ
り
、
ト
ス
ク
の
職
員
に

伝
え
ま
し
た
。

Q　

議
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
方
法
は
。

A　

�

①��

政
策
討
論
会
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

②�

研
修
セ
ン
タ
ー
等
で
の

学
習
も
あ
り
ま
す
。

Q　

保
健
指
導
は
保
健
師
に

よ
る
戸
別
指
導
が
効
果
的

だ
。

A　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
こ
と

も
あ
る
の
で
、
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

Q　

日
曜
祝
日
も
バ
ス
を
走

ら
せ
て
ほ
し
い
。

A　

デ
マ
ン
ド
便
が
走
っ
て

い
る
が
、
利
用
実
績
が
な
い

の
で
言
え
ま
せ
ん
。

Q　

ク
マ
の
放
獣
は
止
め
て

ほ
し
い
。

A　

２
回
目
の
捕
獲
時
に
は

殺
処
分
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

Q　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補

助
、
是
非
導
入
し
て
ほ
し
い

A　

実
現
す
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

Q　

水
源
地
の
近
く
ま
で
除

雪
し
て
ほ
し
い
。

A　

伝
え
ま
す
。

（
担
当
課
Ａ
：
２
０
０
ｍ
位

の
距
離
だ
と
思
う
の
で
確
認

し
ま
す
。）

Q　

井
原
鉄
道
は
赤
字
か
黒

字
か
。

A　

何
億
円
も
の
赤
字
で

す
。

Q　

若
桜
鉄
道
の
将
来
展
望

は
ど
う
か
。

A　

利
用
者
減
の
埋
合
せ
が

観
光
鉄
道
で
す
。
Ｓ
Ｌ
は
、

今
走
る
か
ど
う
か
は
未
定
で

す
。

Q　

水
道
施
設
整
備
の
償
還

は
い
つ
終
わ
る
の
か
。

A　

担
当
課
に
聞
か
な
い
と

わ
か
り
ま
せ
ん
。

Q　

村
で
管
理
者
を
つ
く
り

檻
が
置
け
な
い
か
。

A　

い
い
考
え
だ
と
思
う
の

で
、
担
当
課
に
伝
え
ま
す
。

Q　

ク
マ
の
放
獣
は
止
め
て

ほ
し
い
。

A　

２
回
目
の
捕
獲
時
に
は

殺
処
分
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

Q　

保
護
者
等
の
送
迎
車
両

が
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で

団
地
内
を
抜
け
て
い
る
。
危

な
い
。安
全
運
転
の
徹
底
を
。

A　

保
護
者
会
で
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　

橋
が
よ
く
凍
る
。
水
は

け
を
良
く
し
て
は
ど
う
か
。

A　

凍
結
防
止
剤
が
撒
け
な

い
か
検
討
す
る
よ
う
伝
え
ま

す
。

Q　

イ
ヌ
ワ
シ
の
人
工
ふ
化

の
研
究
や
、
戸
倉
か
ら
高
野

ま
で
の
桜
並
木
で
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
。

A　

い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思

い
ま
す
の
で
伝
え
ま
す
。

Q　

配
布
物
が
多
い
。
無
駄

は
省
く
べ
き
。

A　

回
覧
や
Ｉ
Ｐ
告
知
で
足

り
る
も
の
も
あ
る
と
思
う
の

で
伝
え
ま
す
。

Q　

水
洗
ト
イ
レ
に
し
て
ほ

し
い
。

A　

新
し
い
建
屋
か
ら
直
し

て
い
ま
す
。
古
い
建
屋
は
改

築
の
予
定
で
す
。

Q　

被
害
防
止
柵
な
ど
の
申

請
は
、
３
月
に
す
る
よ
う
改

善
し
て
ほ
し
い
。

A　

害
獣
は
す
で
に
４
月
か

ら
出
て
お
り
、
早
い
対
応
が

必
要
な
こ
と
は
理
解
す
る
の

で
伝
え
ま
す
。

（
担
当
課
Ａ
：
３
月
だ
と
県

の
補
助
金
が
つ
か
な
い
の
で

無
理
で
す
。）

Q　

夢
の
あ
る
若
桜
に
し
て

ほ
し
い
。
若
桜
鉄
道
は
、
ど

う
す
る
の
か
。

A　

県
は
結
構
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｌ
は
試
算
が

で
き
な
い
状
況
で
す
。
町
長

は
、
ま
ず
Ｄ
Ｌ
を
走
ら
せ
た

い
と
の
答
弁
で
し
た
。

Q　

議
員
の
評
価
、
下
が
る

の
は
良
く
な
い
。

A　

評
価
の
内
容
は
、
議
会

と
議
員
に
対
し
て
の
２
つ
の

評
価
が
あ
り
、
合
算
で
の
平

均
値
。
物
差
し
が
な
く
難
し

い
。

Q　

議
員
の
活
躍
ぶ
り
が
よ

く
解
ら
な
い
。

A　

議
会
だ
よ
り
が
広
報
の

主
た
る
手
段
。
個
人
で
ブ
ロ

グ
を
し
て
い
る
議
員
も
い
ま

す
。

Q　

若
桜
木
材
の
上
と
下
、

年
に
一
度
は
葛
目
な
ど
の
処

理
を
し
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
に
伝
え
ま
す
。

（
担
当
課
Ａ
：
町
道
の
脇
は
、

町
が
管
理
し
て
い
る
。
水
路

か
ら
法
面
に
か
け
て
は
、
昨

年
度
は
若
桜
木
協
が
草
刈
り

を
実
施
さ
れ
た
。）

Q　

積
極
性
の
い
る
婚
活
だ

け
で
な
く
、
コ
ソ
コ
ソ
ッ
と

話
を
し
て
く
だ
さ
る
仲
人
制

度
が
つ
く
れ
な
い
か
。

A　

ま
ず
先
に
、
結
婚
へ
の

意
欲
を
も
た
せ
る
研
修
が
、

必
要
で
は
な
い
か
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

Q　

鳥
獣
害
は
サ
ギ
も
深

刻
。
卵
の
と
き
に
駆
除
し
な

い
と
増
え
る
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

（
担
当
課
Ａ
：
シ
ロ
サ
ギ
は

有
害
の
対
象
外
。
駆
除
よ
り

被
害
対
策
が
優
先
さ
れ
る
。

ま
た
、
産
業
被
害
で
な
け
れ

ば
有
害
指
定
は
さ
れ
に
く

い
。
卵
や
ヒ
ナ
は
保
護
対
象

で
す
。）

Q　

公
共
施
設
整
備
に
欠
陥

が
あ
っ
た
と
き
は
、
誰
が
責

任
を
執
る
の
か
。

A　

最
終
責
任
者
は
町
長
。

職
員
に
専
門
家
が
い
な
い
分

野
は
、
業
者
に
管
理
委
託
の

場
合
が
多
い
で
す
。
議
会
は

チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
り
、
注

視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

Q　

Ｉ
Ｐ
放
送
用
の
画
面
に

映
す
お
知
ら
せ
を
貼
る
パ
ネ

ル
が
欲
し
い
。

A　

耳
の
不
自
由
な
人
へ
の

対
応
も
で
き
良
い
考
え
で
す

の
で
、
伝
え
ま
す
。

Q　

広
報
の
人
口
動
態
は
よ

く
見
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
に

掲
載
し
た
方
が
よ
い
。

A　

以
前
は
表
紙
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
の
で
、
伝
え
ま

す
。

Q　

防
災
無
線
の
入
り
が
悪

い
。

A　

機
器
不
良
な
ら
無
償
更

新
が
可
能
で
す
。
役
場
総
務

課
に
電
話
を
し
て
み
て
下
さ

い
。

Q　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
内
容

が
乏
し
い
。
智
頭
町
の
よ
う

に
充
実
し
て
ほ
し
い
。

A　

町
長
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
を
し
た
い
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

Q　

中
之
島
公
園
の
花
壇
の

管
理
と
犬
の
侵
入
禁
止
の
徹

底
を
し
て
ほ
し
い
。

A　

犬
は
Ｉ
Ｐ
告
知
で
啓
発

中
。花
壇
は
調
べ
て
み
ま
す
。

Q　

旧
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

防
犯
灯
だ
が
、
も
う
少
し
道

路
に
出
せ
な
い
か
。

A　

確
認
し
て
み
ま
す
。

（
担
当
課
Ａ
：
道
路
用
で
は

な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
防
犯
灯

と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ

り
、
現
状
の
ま
ま
で
理
解
願

い
た
い
。）

Q　

調
査
研
究
の
成
果
は
。

A　

議
員
の
意
識
を
返
る
た

め
に
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。林
業
や
交
通
政
策
で
、

以
前
視
察
し
た
も
の
を
参
考

と
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

Q　

Ｓ
Ｌ
観
光
は
実
現
可
能

な
の
か
。
お
金
を
落
と
さ
す

工
夫
も
必
要
だ
。

A　

Ｓ
Ｌ
運
行
収
入
の
み
で

成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
鉄
は
Ｄ
Ｌ

で
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。

Q　

下
水
道
接
続
を
し
て
い

な
い
家
へ
の
町
の
動
き
は
。

A　

将
来
的
居
住
の
有
無
と

工
事
費
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
町
外
に
住
む
家
族
が
何

と
か
し
よ
う
と
考
え
て
下
さ

る
と
い
い
の
で
す
が
。

Q　

議
会
報
告
会
や
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
町
民
に
関

心
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
い
。

A　

最
近
は
、
町
の
話
題
が

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

Q　

ア
ロ
イ
工
業
に
つ
い

て
、
い
つ
ご
ろ
来
る
の
か
。

A　

今
年
９
月
ご
ろ
と
聞
い

て
い
る
が
、
流
動
的
で
す
。

Q　

旧
池
田
小
学
校
利
用
に

つ
い
て
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
地
元
で
使
い
た
い
。

A　

地
元
使
用
が
優
先
さ
れ

る
と
思
う
が
、
持
ち
帰
っ
て

確
認
し
ま
す
。

Q　

旧
池
田
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
使
用
時
に
、
外
で
使

え
る
ト
イ
レ
が
設
置
し
て
ほ

し
い
。

A　

使
用
す
る
場
合
は
、
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　

道
の
駅
に
つ
い
て
、
収

支
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

観
光
開
発
事
業
団
が
経

営
し
て
お
り
、
赤
字
経
営
で

す
。

Q　

国
道
４
８
２
号
の
茗
荷

谷
か
ら

米
間
の
ト
ン
ネ
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

現
地
の
調
査
中
で
、
境

界
確
認
と
地
図
の
訂
正
が
進

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

Q　

若
桜
で
、
大
き
な
目
玉

に
な
る
よ
う
な
物
が
ほ
し

い
。

A　

若
桜
鉄
道
で
、
Ｓ
Ｌ
と

か
Ｄ
Ｌ
な
ど
展
示
、
利
用
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

旧
池
田
小
学
校
の
体
育

館
に
つ
い
て
、
地
元
で
使
い

た
い
が
。

A　

具
体
的
な
話
は
出
て
い

な
い
。
決
め
る
ま
で
に
地
元

と
の
協
議
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

湯
原

上
町

諸
鹿

内
町

若
葉
団
地

上
高
野

西
町

新
町

中
原

小
船
・
久
曽
木

移動販売車の買物風景

中之島公園花壇

茗荷谷 米トンネル説明図 若桜橋歩道橋
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Q　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

旧
池
田
小
学
校
裏
山
付
近
に

鹿
が
多
く
出
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ま
で
出
て
来
る
。

A　

担
当
課
に
伝
え
ま
す
。

Q　

侵
入
防
止
柵
補
助
に
つ

い
て
、
一
件
で
も
補
助
し
て

ほ
し
い
。

A　

持
ち
帰
り
検
討
し
ま

す
。

Q　

鳥
獣
害
一
斉
駆
除
に
つ

い
て
、
一
か
所
に
片
寄
ら
ず

広
域
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

A　

持
ち
帰
り
検
討
し
ま

す
。

Q　

中
原
橋
か
ら
下
の
河
川

に
、
土
砂
が
多
く
堆
積
し
て

い
る
、
増
水
時
危
険
な
の
で

撤
去
し
て
ほ
し
い
。

A　

自
治
会
と
し
て
、
陳
情

を
提
出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Q　

ア
ロ
イ
工
業
は
、
何
人

採
用
す
る
の
か
。

A　

20
人
く
ら
い
と
聞
い
て

い
る
。
地
元
の
採
用
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

Q　

池
田
小
学
校
の
ト
イ
レ

は
つ
か
え
る
の
か
。

A　

地
域
の
考
え
方
が
大
切

だ
、
要
望
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

Q　

婚
活
事
業
に
つ
い
て
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
具
体

的
に
教
え
て
ほ
し
い
。
男
女

の
接
す
る
機
会
を
多
く
つ
く

る
べ
き
だ
。

A　

追
跡
調
査
を
し
て
い
な

い
の
で
、
成
果
が
わ
か
ら
な

い
で
す
。

Q　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い

て
、
侵
入
防
止
柵
補
助
は
一

件
で
も
補
助
し
て
ほ
し
い
。

A　

単
町
で
も
出
来
れ
ば
と

思
う
が
、
県
に
準
じ
て
い
る

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
難
し

い
。
議
会
で
の
検
討
が
必
要

で
す
。

Q　

農
業
指
導
専
門
員
に
つ

い
て
、
ど
の
程
度
の
方
か
。

A　

果
樹
専
門
で
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
他
の
こ
と

も
相
談
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

Q　

観
光
資
源
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
掘
り
お
こ
し
を

し
て
ほ
し
い
。弁
天
さ
ん
や
、

岩
屋
堂
だ
け
で
な
く
魅
力
発

信
を
。

Q　

下
三
河
線
に
つ
い
て
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
教
え

て
ほ
し
い
。
粟
倉
に
抜
け
る

ル
ー
ト
を
考
え
て
ほ
し
い
。

A　

吉
川
か
ら
奥
が
止
ま
っ

て
い
る
。
江
浪
峠
、
若
杉
峠

な
ど
は
向
こ
う
側
か
ら
は
出

来
て
い
ま
す
。

Q　

岩
屋
堂
の
バ
イ
パ
ス

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

持
ち
帰
り
状
況
を
報
告

し
ま
す
。

Q　

人
が
減
っ
て
い
る
、
何

か
考
え
る
べ
き
だ
。

A　

若
桜
は
、
人
口
問
題
が

第
一
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

バ
ス
の
待
ち
時
間
が
、

３
時
間
あ
る
時
が
あ
る
。
何

と
か
し
て
ほ
し
い
。

A　

持
ち
帰
り
で
検
討
し
ま

す
。

Q　

移
動
販
売
車
は
ど
う

だ
。

A　

赤
字
に
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

Q　

人
口
減
少
に
つ
い
て
、

子
ど
も
が
で
き
な
い
、
婚
活

事
業
も
や
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
ど
う
だ
。

A　

婚
活
事
業
ど
ん
ど
ん
や

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
場
を
多
く
つ
く
る
こ
と

が
大
事
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。　

Q　

他
の
集
落
の
人
が
、
糸

白
見
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
。（
バ

ス
停
）

A　

担
当
課
へ
伝
え
る
。
啓

発
運
動
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

Q　

村
で
何
か
し
よ
う
と
し

た
場
合
、
補
助
金
の
対
象
が

分
か
ら
な
い
。
補
助
金
の
一

覧
を
つ
く
っ
て
、
公
表
し
て

ほ
し
い
。

A　

情
報
提
供
は
、
公
平
・

公
正
に
周
知
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

Q　

消
防
ポ
ン
プ
の
倉
庫
に

つ
い
て
、
老
朽
化
が
激
し
く

建
て
替
え
に
補
助
し
て
ほ
し

い
。

A　

制
度
づ
く
り
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

Q　

村
の
上
に
あ
る
国
道
か

ら
の
進
入
路
に
つ
い
て
、
落

石
が
多
い
が
看
板
だ
け
で
い

い
の
か
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

普
通
建
設
事
業
費
が
昨

年
よ
り
増
え
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

A　

吉
川
村
中
２
号
線
改
良

工
事
、
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築

工
事
等
が
あ
る
た
め
で
す
。

Q　

鬼
ヶ
城
の
登
山
道
の
途

中
に
あ
る
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

鬼
ヶ
城
に
つ
い
て
、
二

の
丸
、
三
の
丸
付
近
に
、
説

明
板
の
よ
う
な
物
が
ほ
し

い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

展
望
台
の
補
修
が
必

要
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

母
子
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
、
公
民
館
を
建
て
て
ほ
し

い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー

を
残
し
て
休
憩
施
設
に
し
て

ほ
し
い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

旧
小
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、何
に
使
う
の
か
。

A　

６
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が

行
わ
れ
る
。
今
年
度
か
け
て

検
討
さ
れ
ま
す
。

Q　

若
桜
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
開
放
し
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

寺
谷
川
の
堰
堤
か
ら
道

ま
で
の
流
路
工
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
を
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

車
道
谷
の
排
水
路
が
な

い
た
め
、
増
水
時
に
道
路
に

水
が
の
る
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

裏
山
に
つ
い
て
、
立
木
が
大

き
く
な
り
、
ま
た
、
土
質
も

悪
く
地
山
の
崩
壊
の
恐
れ
が

あ
る
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

桜
づ
つ
み
公
園
に
つ
い

て
、
法
面
の
土
留
め
が
腐
っ

て
土
が
水
路
に
流
れ
こ
ん
で

い
る
。
ま
た
、
花
壇
の
肥
料

代
も
な
ん
と
か
し
て
ほ
し

い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

森
林
公
園
へ
行
く
水
路

に
つ
い
て
、
鶴
の
尾
橋
の
上

の
水
取
り
口
付
近
が
土
砂
で

詰
ま
っ
て
い
る
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

浅
井
の
日
交
バ
ス
の
バ

ス
停
に
屋
根
が
欲
し
い
。
下

向
き
に
帰
る
子
ど
も
た
ち
が

濡
れ
て
い
る
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

若
桜
橋
の
歩
道
に
つ
い

て
、
強
風
時
の
歩
行
が
か
な

り
困
難
だ
。

A　

議
会
で
も
提
言
し
、
手

す
り
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。

Q　

焼
却
炉
の
解
体
に
つ
い

て
、
地
元
に
説
明
が
な
い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

防
火
水
槽
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

A　

陳
情
を
し
て
ほ
し
い
で

す
。

Q　

報
告
会
の
時
期
に
つ
い

て
、
な
ぜ
５
月
な
の
か
農
繁

期
で
忙
し
い
。

A　

議
会
基
本
条
例
の
要
綱

に
沿
っ
て
開
い
て
い
ま
す
。

Q　

視
察
に
行
っ
て
い
る

が
、
成
果
が
あ
る
の
か
。

A　

担
当
課
と
協
議
し
て
い

る
。
す
ぐ
に
は
成
果
は
出
な

い
で
す
。

Q　

米
分
校
の
活
用
に
つ

い
て
、
県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
で
は
話
が
出
て
い
る
。
活

用
に
つ
い
て
、
地
域
と
話
し

合
い
早
急
に
決
め
て
ほ
し

い
。

A　

地
域
と
話
し
合
う
の
が

大
事
、
吉
川
も
話
し
合
い
を

持
っ
た
。　

Q　

農
地
災
害
の
復
旧
補
助

制
度
に
つ
い
て
、
少
額
で
も

出
来
る
よ
う
に
拡
充
し
て
ほ

し
い
。

A　
（
集
落
道
、
水
路
等
の

整
備
の
80
％
助
成
制
度
を
説

明
）。

Q　

索
道
事
業
に
つ
い
て
、

握
索
機
や
搬
器
は
町
の
大
切

な
財
産
な
の
で
大
切
に
保
管

し
て
ほ
し
い
。
保
管
す
る
場

所
が
あ
る
の
に
外
に
出
し
て

あ
る
。

A　

現
状
が
分
か
ら
な
い
の

で
、
持
ち
帰
り
確
認
し
報
告

し
ま
す
。

Q　

国
道
４
８
２
号
の
バ
イ

パ
ス
進
捗
は
ど
う
か
。

A　

公
図
の
訂
正
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
本
工
事
に

は
入
っ
て
い
な
い
で
す
。

Q　

香
美
町
へ
の
通
り
抜
け

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　
「
早
期
整
備
完
成
を
進

め
る
会
」
が
出
来
て
お
り
、

少
し
ず
つ
進
む
と
思
い
ま

す
。

Q　

茗
荷
谷
バ
イ
パ
ス
の
問

題
点
に
つ
い
て
、
除
雪
や
事

故
は
ど
う
か
。

A　

少
し
は
聞
い
て
い
る
。

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

調
査
研
究
で
、
京
都
の

道
の
駅
を
見
て
い
る
が
、
若

桜
の
道
の
駅
に
何
か
し
よ
う

と
思
っ
て
の
調
査
な
の
か
。

A　

何
か
若
桜
に
活
用
で
き

な
い
か
と
調
査
し
て
い
ま

す
。（
感
想
に
つ
い
て
再
度

説
明
）

Q　

具
体
的
に
提
言
し
て
い

る
の
か
、
会
議
等
開
い
て
。

A　

書
面
を
も
っ
て
提
言
し

て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
を
ど
う
し
た
ら
良

く
な
る
の
か
考
え
て
い
る
の

か
。

A　

色
々
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
、

何
か
一
つ
成
功
し
た
ら
良
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

す
。　

Q　

寺
谷
の
砂
防
ダ
ム
に
土

砂
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い

る
、ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
に
確
認
し
ま

す
。

Q　

残
土
の
件
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

A　

こ
れ
ま
で
に
、
町
や
県

に
伝
え
て
い
る
が
再
度
伝
え

ま
す
。

岩
屋
堂

糸
白
見

浅
井

米

長
砂

米分校

桜づつみ公園

岩屋堂バイパス設計図

消防ポンプ倉庫
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Q　

地
域
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
若
い
者
は
下
に
出
る
、

老
い
た
者
が
残
る
。
保
険
料

等
が
高
く
な
り
、
年
金
は
少

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
先
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

A　
（
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
説
明
）
林
業
の
活
性
化
、

観
光
事
業
の
活
性
化
、
子
育

て
し
や
す
い
町
、
色
々
な
分

野
で
種
を
ま
い
て
行
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

Q　

人
口
減
少
に
つ
い
て
、

ど
う
し
た
ら
止
ま
る
の
か
、

大
変
だ
と
思
う
が
努
力
し
て

ほ
し
い
。

A　

止
め
る
こ
と
は
難
し

い
。
ブ
レ
ー
キ
を
ど
う
か
け

て
い
く
か
だ
と
考
え
ま
す
。

Q　

馬
場
の
入
り
口
か
ら
寺

所
ま
で
の
除
雪
に
つ
い
て
、

除
雪
の
時
間
が
一
番
遅
い
、

ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
。
毎

年
、
お
願
い
し
て
い
る
。

A　

朝
早
く
か
ら
出
て
い
れ

ば
問
題
な
い
と
思
う
。
夜
明

け
頃
か
ら
の
降
雪
に
つ
い
て

の
除
雪
は
、
出
動
時
間
が
遅

く
な
り
全
体
に
遅
く
な
り
ま

す
。

Q　

上
水
道
に
つ
い
て
、
料

金
の
統
一
化
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

A　

今
年
も
引
き
続
き
、
上

下
水
道
懇
話
会
で
協
議
さ
れ

て
お
り
、
年
度
内
に
方
針
が

出
る
予
定
で
す
。

Q　

水
道
水
の
カ
ル
キ
の
臭

い
が
き
つ
い
、
量
に
つ
い
て

は
ど
う
だ
。

A　

一
定
の
量
で
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

Q　

若
桜
鉄
道
に
つ
い
て
、

車
両
故
障
が
多
い
、
車
両
が

悪
い
の
で
は
。

A　

車
検
は
あ
る
の
だ
が
、

車
両
が
か
な
り
古
く
な
っ
て

い
ま
す
。

Q　

若
桜
鉄
道
に
つ
い
て
、

収
支
は
ど
う
だ
。

A　

上
下
分
離
方
式
だ
が
、

24
年
度
少
し
赤
字
が
出
て
い

る
よ
う
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。

Q　

人
口
減
少
に
つ
い
て
、

人
口
の
減
り
が
か
な
り
早
い

速
度
で
減
っ
て
い
く
と
思

う
。
減
ら
さ
な
い
た
め
の
政

策
を
色
々
と
考
え
て
ほ
し

い
。

A　

色
々
な
分
野
で
少
し
ず

つ
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

何
か
一
つ
成
功
す
れ
ば
い
い

訳
で
は
な
い
。
農
業
、林
業
、

教
育
、
福
祉
等
、
一
足
飛
び

に
は
出
来
な
い
で
す
。

Q　

農
業
と
か
、
田
ん
ぼ
と

か
、共
同
で
頑
張
れ
な
い
か
。

A　

農
業
指
導
員
を
活
用
し

て
ほ
し
い
で
す
。

Q　

獣
肉
処
理
施
設
は
出
来

た
が
、加
工
施
設
は
ど
う
か
。

A　

施
設
は
出
来
て
い
ま

す
。
加
工
施
設
の
設
置
は
な

い
で
す
。

Q　

シ
カ
が
多
い
、
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
。

A　

こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。

Q　

馬
場
さ
ん
自
宅
の
上
の

檻
が
放
置
し
た
ま
ま
で
管
理

し
て
な
い
。

A　

檻
等
を
設
置
し
て
捕
ら

な
い
と
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
。

Q　

侵
入
防
止
柵
補
助
は
、

一
軒
で
も
補
助
し
て
ほ
し

い
。

A　

思
い
は
分
か
る
、
担
当

課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

農
地
以
外
の
防
止
柵

に
、
補
助
が
出
る
か
。

A　

県
の
補
助
に
順
じ
て
い

て
、
町
独
自
の
制
度
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

Q　

町
道
の
脇
の
立
ち
木
が

大
き
く
な
っ
て
道
路
に
被

さ
っ
て
危
険
だ
、
切
っ
て
ほ

し
い
。

A　

状
況
は
分
か
り
ま
す
、

担
当
課
に
確
認
し
報
告
し
ま

す
。

Q　

除
雪
機
が
古
い
ま
ま

だ
、
換
え
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
に
確
認
し
報
告

し
ま
す
。

Q　

公
民
館
の
前
の
手
す
り

が
錆
び
て
い
て
危
な
い
、
点

検
し
て
ほ
し
い
。

A　

村
と
し
て
要
望
し
て
ほ

し
い
。
担
当
課
へ
も
伝
え
ま

す
。

Q　

村
の
前
に
橋
が
一
本
し

か
な
い
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
付
近
に
、
橋
が
一
本
ほ

し
い
。

A　

出
来
る
か
出
来
な
い

か
、
担
当
課
に
確
認
し
報
告

し
ま
す
。

Q　

ス
キ
ー
場
の
入
り
口
の

道
を
な
お
し
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
に
確
認
し
報
告

し
ま
す
。

Q　

城
山
林
道
の
舗
装
が
悪

い
、
な
お
し
て
ほ
し
い
。

A　

担
当
課
に
確
認
し
報
告

し
ま
す
。

Q　

六
角
石
垣
の
ト
イ
レ
が

使
え
な
い
。

A　

現
状
を
確
認
し
報
告
し

ま
す
。

Q　

鬼
ヶ
城
に
ト
イ
レ
必

要
、
駐
車
場
付
近
に
設
置
し

て
ほ
し
い
。

A　

必
要
な
施
設
だ
と
考
え

る
、
担
当
課
に
確
認
し
報
告

し
ま
す
。

Q　

小
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
今
の
ま
ま
で
は
、

風
が
吹
く
と
ホ
コ
リ
が
舞
っ

て
困
っ
て
い
る
、
処
理
が
必

要
。

A　

６
月
の
広
報
で
ア
ン

ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
年
度
内

に
跡
地
利
用
が
き
ま
る
。
処

理
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
へ

伝
え
ま
す
。

Q　

除
雪
に
つ
い
て
、
雪
を

道
路
に
出
す
人
が
い
る
危
険

だ
。

A　

周
知
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

Q　

蔵
通
り
の
融
雪
装
置
の

き
き
が
悪
い
。

A　

設
置
当
初
か
ら
調
子
が

悪
い
。確
認
し
報
告
し
ま
す
。

Q　

駅
前
通
り
の
歩
道
の
除

雪
が
悪
い
。

A　

県
の
除
雪
範
囲
で
、
前

年
指
摘
を
し
て
お
り
、
少
し

は
よ
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

Q　

水
路
へ
の
雪
の
投
入
に

つ
い
て
、時
間
が
守
れ
な
い
、

守
ら
な
い
。

A　

行
政
を
入
れ
て
話
し
合

う
べ
き
だ
と
思
う
。
地
域
の

常
識
や
ル
ー
ル
が
あ
る
と
思

う
。
自
治
会
で
話
し
合
っ
て

ほ
し
い
、
周
知
を
す
る
し
か

な
い
で
す
。

Q　
古
い
家
を
活
か
し
や
す

く
す
る
た
め
に
も
、
リ
ホ
ー

ム
補
助
等
を
出
す
べ
き
だ
。

カ
リ
ヤ
通
り
の
家
に
つ
い
て

も
、
補
助
が
必
要
。

A　

考
え
は
分
か
る
、
持
ち

帰
り
検
討
し
ま
す
。

Q　

旧
小
学
校
の
路
上
に
出

て
い
る
桜
の
枝
を
切
っ
て
ほ

し
い
。

A　

状
況
を
見
て
、
担
当
課

へ
伝
え
ま
す
。

Q　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
、
体
育
館
の
使
用

料
は
、
今
ま
で
無
料
で
使
っ

て
い
た
人
も
使
用
料
が
発
生

す
る
の
か
。
従
来
か
ら
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
や
り
方
は

ど
う
な
る
の
か
。

A　

従
来
か
ら
使
っ
て
い
る

人
は
、い
ら
な
い
と
思
う
が
、

や
り
方
も
含
め
持
ち
帰
り
確

認
し
報
告
し
ま
す
。

Q　

大
木
島
邸
に
つ
い
て
、

住
ん
で
い
な
い
が
、
智
頭
の

石
谷
邸
の
よ
う
に
観
光
名
所

に
な
ら
な
い
か
。

A　

一
つ
の
考
え
方
だ
、
担

当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

奉
仕
作
業
に
つ
い
て
、

い
い
こ
と
な
の
で
や
っ
て
ほ

し
い
。　

A　

１
年
に
一
度
や
っ
て
い

る
、
継
続
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

議
員
定
数
に
つ
い
て
、

審
議
し
た
の
か
。

A　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

行
い
審
議
し
ま
し
た
。

Q　

旧
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
利
用
に
つ
い
て
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
に
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
親
子
づ
れ
で
楽

し
め
る
物
が
必
要
。（
東
屋

等
）

�

シ
カ
・
サ
ル
の
被
害
対
策

も
必
要
。

A　

今
年
度
中
に
検
討
す
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

Q　

観
光
開
発
事
業
団
に
つ

い
て
、
収
支
決
算
の
状
況
を

公
表
し
て
ほ
し
い
。

A　

議
会
で
聞
い
て
い
る
。

税
理
士
の
指
導
も
受
け
な
が

ら
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

Q　

自
立
促
進
計
画
に
つ
い

て
、
計
画
が
見
え
な
い
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

２
次
が
終
わ
っ
て
お

り
、
３
次
の
作
成
が
遅
れ
て

い
る
。
今
年
度
中
に
作
成
予

定
で
す
。

Q　

道
の
駅
は
、
立
ち
直
せ

る
か
。

A　

赤
字
は
少
な
い
ほ
う
が

い
い
が
、
維
持
し
な
い
と
い

け
な
い
で
す
。

Q　

道
の
駅
裏
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
付
近
に
つ
い
て
、
観

光
客
が
Ｓ
Ｌ
を
見
る
た
め
に

よ
く
通
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

整
理
整
頓
、
清
潔
に
し
て
ほ

し
い
。

A　

担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

Q　

ふ
れ
あ
い
広
場
に
、
テ

ニ
ス
練
習
の
た
め
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
を
造
っ
て
ほ
し

い
。
現
在
あ
る
も
の
は
小
さ

い
。

A　

現
状
を
確
認
し
検
討
し

ま
す
。

Q　

特
別
会
計
の
予
算
内
容

を
詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し

い
。

A　
（
自
治
会
長
持
参
の
資

料
を
も
と
に
説
明
）

Q　

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

に
つ
い
て
、
来
見
野
も
指
定

し
て
あ
る
が
ど
う
い
う
事

か
。　

A　

も
ち
ろ
ん
来
見
野
も
指

定
さ
れ
て
い
る
、
周
知
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
問

題
だ
。
ど
ん
ど
ん
設
置
し
て

ほ
し
い
で
す
。

Q　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
状
況
は
ど
う
だ
。

A　

増
え
て
い
る
、
ど
ん
ど

ん
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

Q　

町
外
か
ら
来
て
い
る
職

員
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A　

町
民
税
を
払
っ
て
い
る

職
員
も
い
る
よ
う
で
す
。

Q　

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
、

た
ば
こ
は
町
で
買
う
よ
う
に

と
税
収
の
事
を
言
っ
て
い
る

が
、
医
療
給
付
費
が
増
え
る

の
だ
か
ら
大
変
だ
。

A　

税
収
よ
り
も
、
医
療
費

の
減
少
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

Q　

ア
ロ
イ
工
業
に
つ
い

て
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

ま
だ
、
流
動
的
だ
が
今

年
秋
ご
ろ
の
開
業
の
見
込
み

で
す
。
鳥
取
工
場
の
工
事
が

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
。

三
倉

下
町

来
見
野

山
田
町

老朽化した若桜鉄道車両総合型スポーツクラブ

氷太くん 住宅近くに出没するシカ

寺
所
・
馬
場
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総務産業常任委員会調査研究報告

調査年月日 平成25年７月24日(水) ～ 25日(木)

調　査　地 （１）舞鶴市役所及び、杉山地区市民農園　（２）豊岡市役所出石支所

調査の目的 （１）耕作放棄地の解消に向けた取り組み　（２）行政と観光協会の連携

参　加　者 委員５名、事務局１名、執行部１名、計７名

教育民生常任委員会調査研究報告

調査年月日 平成25年８月１日(木) ～２日(金)

調　査　地 （１）高知県梼原町　（２）岡山県真庭市

調 査 事 項

参　加　者

（１）高知県梼原町（人口3,746人・面積237㎢）
　 高 知 県 梼 原 町 は、 高 知 県 の 中 西 部 に 位 置 し、 
四万十川源流域にある自然豊かな町である。

◎梼原町立梼原学園
　「今と未来をつなぐ」の言葉の元に梼原中学校・
梼原小学校・四万川小学校・越知面小学校の４校が
統合し、平成23年４月７日に開校された、現在の生
徒数222人の学校である。
 ◎教育の方向
・こどもたちに確かな学力と豊かな心、健やかな身体

を育むことによって、人格の完成を目指し、社会を
担う者としての資質を身につけた人を育成する。

・学校依存ではなく地域を挙げて戦略的に育成す
る。地域の学校・町全体の学校としての新しい学
校で、「施設一体型小中一貫校」は４－３－２の
まとまりを大切にした、９年間の系統的な教育を
実践する。　　　　　　　　　　　　　

感想　（まとめ）
　 梼原町の教育方針は、地域の学校として、学校・
家庭・地域・行政の連携により、町のこどもはみ
んなで育てるとの考え方に感銘を受けた。小中一
貫校教育を充実して行くためには、地域を上げて
総合支援体制を、作る必要がある。

（２）岡山県真庭市（人口49,495人・面積828㎢）
　真庭市は、岡山県北部で中国山地のほぼ中央に位
置しており、「ひるぜん焼きそば」でも知られた市
である。

◎真庭市への調査内容
　公共施設を指定管理にされての利点・問題点
・定期異動のある市の職員ではなく、専門的な知識

を持った指定管理者が継続して施設の管理運営が
できる。

・管理者を原則公募としているため、指定管理者が
変更となる可能性がある。

◎総合型クラブへの調査内容
　指定管理を受託している団体と協働している利点
・クラブ事務局を無償で間借りしている。
・活動場所の予約等、活動しやすい環境にある。
・クラブ事務局が不在でも、代理で対応していただ

ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
感想　（まとめ）
　総合型地域スポーツクラブは、従来からあるス
ポーツ関係の組織との関係を良好に維持することが
重要である。総合型地域スポーツクラブを育成する
事により、地域の活性化を図ることができる。

（２）豊岡市
豊岡市役所出石支所（出石町3,300世帯、人口11,000人、
観光客年間63万人）

　昭和43年、町民からの寄付により町のシンボル「出
石隅櫓」の復元を行い、平成10年、町民・旧出石町
等の出資により、協会から事業部門を独立させた「㈱
出石まちづくり公社」を設立。

＜まちづくりの基本的考え方＞
・計画、基本方針だけではなく、町民をどう引き込

んでいくか。
・観光基本は「観る」「味る」「診る」「魅る」の４つ

のみる。
・キーワードは、出石らしさ、生活の匂いなどの本

物のこだわり。
・町ぐるみの出向えのための人づくり。

感想　（要約）
○若桜町は、好条件を生かし、協会、行政一体となって

努力し、頑張って行く事が大事だ。
○住民を巻き込み、行政、協会、各団体が一体となり

事業展開において、協議しビジョンをもっての推進
が必要だ。

○本町と共通点があり、今後も交流を進め、知恵を借
り、事業に取り組む努力をしていくべきだ。

○行政自らが事業者の意向を把握し対策がなされてい
て、行政担当者と協会事務局との連携が強固である
事は、見習うべきである。

○観光客のための商店街づくりではなく、町民にとっ
てもプラスになり、共に魅力を感じる施設の整備等
が必要だ。

（１）小中一貫校　（２）総合型地域スポーツクラブ

議会議員５名、議会事務局１名、

担当課職員１名　　計７名

説明を受ける委員説明を受ける委員

整備されているトレーニング機器

梼原学園視察資料より

（１）舞鶴市
①杉山地区「杉山市民農園」（14世帯、51人）

　ＮＰＯ法人「名水の里すぎやま」を創設し、荒廃した原
野を重機の利用と、住民総出の作業で復元した。水車の復元、
米粉パンを焼く石窯、わさび園の整備、中でも棚田を利用
して酒米作りをし「大杉の清水」を原料とする地元酒造場
での地酒の製造と予約販売、住民の手による販売は核とな
る（１週間で完売）

②長谷地区（11世帯19人）
　新規就農者が平成19年から耕作を開始した事により、放
棄地が解消された。新規就農者が移住し人口が増加した。

感想　（要約）
○毎月実施される様々なイベント、市民農園のＮＰＯ法人理事

長のリーダーシップと地元の方々の一致団結した姿に感動し
た。

○行政の指導、支援と共に、リーダーの発掘、集落がらみでの
活動にはパワーを感じた。本町でも他にない野菜などを集落
単位での生産が出来ないか、検討してみる価値はあると思う。

○制度をうまく活用し、放棄地を復旧、集落をあげて交流事業
をしていた。本町でも、酒造蔵と連携しブランド酒の開発、
棚田の利用に取り組んでみたらと思う。

○制度の交付金を活用して遊休農地の復元、ＮＰＯ法人の立ち
上げ、名水利用の地酒生産がなされていたが、やはり、リーダー
と行政の連携の重要性を感じた。

○地域全体を巻き込んで、何か取り組みができないかとの考え、
思いつく事が大事であり、自分たちで発信できる。取り組め
るテーマを思考し、行政のアドバイスを受けながら地域に潜
在する資源を探し、活用する努力は見習うべきである。

手作りのパン焼き窯
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委 員 会 活 動 報 告

アロイ工業との契約
わかさ29工房の運営状況
氷ノ山グリーンエコリゾート推進協議会

高野隣保館改修工事・他

９月定例会補正予算

9月定例会補正予算

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

アロイ工業の校舎利用範囲はどうか。

物忘れ相談（ＴＤＡＳ検査）の実施計画は。

建物の管理責任は。（旧池小）

「氷ノ山開発で目指すべき方向性と施策の展開」
を見ると、受け持つ事業が10事業くらいある
が、どうなのか。

管理上のこともあるので、校舎全部になって
いる。トイレについても、体育館とロビーを
仕切るとかして分けた形が可能か検討中。

今年度は15集落を計画しています。

借主が見る様にお願いしている。

Ａ

Ａ

Ａ

全部やろうと思うと非常に厳しいところもある
が、実行委員会など開きながら、役割分担や動
員などの協力が必要です。しかし、人的要因も
あり、なかなか動きづらい部分もある。

Ａ

平成25年
8月8日

平成25年
7月17日

9月5日

9月4日

Ｑ

Ｑ

わかさ29工房の管理、運営、経費等の八頭町との負担割は。

直営で肉販売を行うと、町が販売業をするのか。

人件費は別として、半分（均等割1/2、利用実
績1/2）という覚書を締結している。

解体処理業の許可があれば販売できると県から
聞いている。行政が直接販売できるかを検討し
ている。

Ａ

Ａ

総務産業 常任委員会

教育民生 常任委員会

公共交通 特別委員会

氷ノ山公共施設 特別委員会

　平成25年8月30日に、公共交通調査特別委員会
９名で、過疎対策事業債に鉄道部門も対象として
追加してほしいという要望活動を行いました。
　要望書を提出したのは、下記の国会議員の方々
ですが、とても感触が良く、実現は近いなという
印象を受けました。
　今年中には結論が出そうな回答だったので、年
末が楽しみです。

　自由民主党過疎対策特別委員会　委員長
　　鹿児島県選出衆議院　　森山　裕議員

　平成25年8月28日に、平井若桜町観光
開発事業団理事長、坂口産業観光課長が
同行しながら、各施設の状況や事業の進
捗状況を聞きました。

自由民主党幹事長
　鳥取県選出衆議院
　　石破　茂議員

自由民主党政調会長
　奈良県選出衆議院
　　高市　早苗議員

鳥取県選出衆議院　　赤澤　亮正議員同行

自由民主党本部へ要望活動

町管理施設の視察
教育委員

町民福祉課

Ｑ 一階は、トイレ等、車いすで移動する場合、ド
アより引き戸の方が良いと思う。

遊戯室は、引き戸を新設しますが、その他に
ついても検討します。Ａ

高野隣保館改修工事の図面ができ上がり、今月
20日過ぎに入札をしたい。

説明

来年度は、全国近代化遺産協議会の全国大会が、
若桜町で開催される。

説明

Ｑ 路線認定される町道の名前は。

町道渕見茗荷谷線です。Ａ

町土整備課

教育委員会

　子ども国際交流事業は、予定どおりの行程で
行うことができ、学校の歓迎会で、花束を持っ
て出迎えてくれました。こちらも全員で「ふる

さと」を韓国語
で歌い、住所を
交換したり、英
語で話したり、
とても良い感じ
でした。初回で
あり、スタート
はこれからだと
思います。

報告

氷太くん関連の説明を聞く様子

キャンプ場木道の状況視察Ｒ482号線トンネル残土処理予定地交流の様子

開発を望まれる氷ノ山一体
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　私は自分の家族が年をとって寝たきりになって
も家で介護をしたい。でも、実際の在宅介護は決
して楽ではない。介護保険サービスを使っても
サービスの入れない早朝や夜間は家族が食事やオ
ムツ交換等の介護をしないといけないと思いま
す。夫婦共働きが一般的なご時世で、仕事をしな
がら家族の介護、ともすればそれに子育て等も加
わると考えた時、不安は尽きません。
　私は仕事柄、多くの方の介護や医療に関する相
談を伺っています。それぞれの事情や抱える問題
は様々ですが、皆さんが、家庭に要介護者を抱え
ることで増える精神的・体力的・経済的な負担、
今までの生活や就労スタイルの変化を恐れ、将来
に不安を抱いて相談に来られます。
　若桜は自然豊かで空気も良く「年をとっても住
みたい町」です。美しい町若桜が「年をとっても
住み続けられる町」であってほしい。高齢者介護
を取り巻く状況は厳しいものですが、大切な家族
を在宅で看てあげたいと思う介護者を支えてあげ
られる町づくりを願っています。

年をとっても住みたい町・
年をとっても住める町

　先日、仕事での研修のため、学生時代を過ごし
た京都へ赴き、少し見ない内に変化した町の様子
に驚いた。
　駅前は外国人観光客を意識したショッピング
モールと大型電気店が連なり、市内の観光要所に
も同じような大手量販店が進出している。しかし、
一歩路地を入ると古い京町家が並び、そこに住む
人々の京都らしい風情が感じられる。
　研修の目的の一つは、京の七夕祭りの視察。京
都を縦に流れる堀川沿いにライトアップされた作
品、市内の芸大生のモニュメント、京都ゆかりの
ある有名人の寄せた言葉が書かれた灯籠、流れる
川に西陣織の展示、地元の子どもたちが作った七
夕飾り、美しい造形生け花が並び、どれも地元の
人々が協力して作り上げたものだ。観光客の減る
この時期の集客に七夕祭りを始めたのだという。
　伝統と文化を重んじつつ、常に進化することを
忘れない、京都ほどの町でさえ。立派な歴史や建
造物に人は集まるのではない。状況に人は集まる。
状況を作るのはそこに住む人々の町を大切にする
思い。古くても良いものは磨けば磨く程、輝く。
微力ながら磨く努力をしていきたいと思う。

磨けば磨く程、輝く

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

わかさ議会だより　No146　平成25年11月

尾坂　明紀さん
（吉川）

高木　歩さん
（農人町）


